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議員の一般質問提案が積極的に受け止められるようになった 16ページ

一般質問 町民のおもいを届ける60分 20ページ

議員提案の議案が可決
　　　７月の町議会議員選挙から実施 ２～３ページ

主 な 内 容

今年も
おいしい桃

が

できました
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（４月会議）
定数は１人減の13人

７月の町議会議員選挙から実施

　

４
月
会
議
に
は
、
７
人
の
議
員
に
よ
っ
て
議
員
定
数
を
１

人
削
減
す
る
議
案
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
定
数
を
14
人
か
ら
13
人
に
減
員
し
た
。
６
月
会
議
に
は
、

８
人
の
議
員
に
よ
っ
て
議
員
報
酬
を
月
額
１
万
５
０
０
０
円

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
各
委
員
会
の
委
員
長
に
は
、
月
額

５
０
０
０
円
の
報
酬
加
算
を
行
う
議
案
が
出
さ
れ
、
賛
成
多

数
で
可
決
し
た
。
２
ペ
ー
ジ
に
議
員
定
数
、
３
ペ
ー
ジ
に
議

員
報
酬
の
議
案
質
疑
を
掲
載
し
、
４
ペ
ー
ジ
に
採
決
結
果
を

掲
載
す
る
。
な
お
、
議
員
視
察
や
資
料
の
作
成
費
、
本
の
購

入
な
ど
に
使
用
で
き
る
政
務
活
動
費
の
議
案
も
提
出
さ
れ
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

　
　
　

改
正
理
由
は
。

提
出
者　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

議
員
定
数
を
削
減
す
べ
き
が

41
％
を
占
め
て
い
た
。

問

　
　
　

「
議
員
定
数
を
削
減

し
議
員
報
酬
を
上
げ
る
」
と

い
う
議
論
は
意
味
を
な
さ
な

く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

提
出
者　

委
員
会
で
は
、
確

か
に
そ
う
い
う
議
論
が
あ
っ

た
が
、
歴
代
議
会
モ
ニ
タ
ー

や
自
治
区
長
会
と
議
論
す
る

中
、
関
連
し
て
議
論
を
す
る

と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

問

　
　
　

定
数
削
減
の
論
点
お

よ
び
争
点
を
明
ら
か
に
す
べ

き
。

提
出
者　

議
員
定
数
に
つ
い

て
は
現
状
が
い
い
と
い
う
意

見
と
、
自
治
区
長
会
か
ら
の

要
望
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま

え
定
数
を
削
減
す
べ
き
と
い

う
意
見
に
分
か
れ
た
。
一
番

の
論
点
は
、
町
民
に
と
っ
て

開
か
れ
た
議
会
に
す
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
議

会
を
活
性
化
す
る
に
は
ど
う

す
べ
き
か
で
あ
っ
た
。
議
会

を
活
性
化
す
る
に
は
、
人
材

確
保
、
特
に
若
い
世
代
や
女

性
の
参
画
を
ど
う
す
る
か
が

一
番
大
事
だ
っ
た
。

問 議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

議
員
定
数  

住
民
の
声

（
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
）

議会を傍聴して は、いただいた傍聴アンケートを基本的に原文のまま掲載しています。
（個人を特定できる表記は除いています）

採決の様子採決の様子採決の様子
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議員提案の議案が可決

（6月会議）
報酬は１万5000円増

　
　
　

議
員
自
ら
が
答
え
を

出
す
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
た
の
に
、
な
ぜ
、
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
に
答
申
を
求

め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。

議
員
全
体
の
意
思
で
な
い
の

に
答
申
を
な
ぜ
求
め
た
の
か
。

こ
れ
を
前
例
と
す
る
の
か
。

提
出
者　

委
員
会
で
は
、
審

議
会
へ
諮
る
こ
と
は
否
決
さ

れ
た
。
し
か
し
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
る
中
、
報
酬
の
現
状

維
持
は
46
％
、
今
後
の
展
望
、

報
酬
に
見
合
っ
た
活
動
を
考

え
る
な
ら
ば
、
今
し
か
増
額

で
き
な
い
。
今
回
の
よ
う
に

必
要
に
応
じ
て
対
応
す
べ
き

と
考
え
る
。

問
　
　
　

一
部
議
員
が
求
め
た

の
は
２
万
円
の
引
き
上
げ
だ

っ
た
。
ど
う
し
て
答
申
は
１

万
５
０
０
０
円
に
な
っ
た
の

か
。

提
出
者　

８
人
の
議
員
で
協

議
し
て
２
万
円
の
増
額
と
な

っ
た
。
審
議
会
は
５
月
13
日

に
開
催
さ
れ
、
１
万
５
０
０

０
円
の
増
額
と
な
っ
た
。
議

員
活
動
が
他
の
議
会
と
比
べ

て
も
活
発
に
な
り
、
議
員
定

数
が
削
減
さ
れ
１
人
当
た
り

の
議
員
の
責
務
も
増
加
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

の
こ
と
を
考
え
、
厳
し
い
意

見
を
受
け
る
の
は
確
実
だ
が
、

そ
う
い
う
声
に
対
し
丁
寧
に

説
明
し
て
い
く
の
も
大
事
だ

と
思
う
。

問

　
　
　

委
員
会
は
、
歴
代
議

会
モ
ニ
タ
ー
お
よ
び
自
治
区

長
会
と
意
見
交
換
会
を
行
っ

た
。
報
酬
は
引
き
上
げ
る
べ

き
だ
と
い
う
意
見
が
圧
倒
的

に
多
か
っ
た
。
こ
れ
を
ど
う

考
え
る
か
。

提
出
者　

さ
ま
ざ
ま
な
資
料

を
提
供
す
る
中
で
、
議
会
の

活
動
を
十
分
理
解
し
て
増
額

す
べ
き
と
な
っ
た
。

問
　
　
　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
報
酬
を
引
き
上
げ
て
も

い
い
と
い
う
意
見
は
11
・
７

％
し
か
な
か
っ
た
。
歴
代
議

会
モ
ニ
タ
ー
や
自
治
区
長
会

の
意
見
と
は
全
く
食
い
違
っ

た
。
議
員
は
住
民
理
解
を
得

る
た
め
に
汗
を
か
く
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

提
出
者　

今
上
げ
る
の
で
は

な
し
に
時
期
を
遅
ら
せ
る
の

も
一
つ
の
方
法
。
し
か
し
７

月
の
改
選
に
向
か
っ
て
将
来

問

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

議
員
報
酬  

住
民
の
声

（
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
）

【議員報酬】

【政務活動費】

議　長
副議長
議　員

改正前
30万円
25万円
23万円

改正後
31万5000円
26万5000円
24万5000円

月　　額

※常任委員会、議会運営委員会お
よび特別委員会の委員長には月
額5000円を加算

議員１人につき月１万5000円を
基礎とした年間上限18万円

質問者（議員）はもっと要点を端的に。（70代男性）議会を傍聴して

議会だよりキャラクター
　『かきかあちゃん』
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《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

《
賛
成
》
浦
中
隆
男
議
員

　

議
会
は
何
を
議
論
し
た

の
か
。
論
点
と
争
点
は
鮮

明
に
な
っ
た
の
か
。
な
ら

な
か
っ
た
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
時
間
を
か
け
て
議

論
を
続
け
る
べ
き
だ
っ
た
。

定
数
14
人
の
現
状
で
も
多

様
性
を
失
い
か
ね
な
い
。

議
会
基
本
条
例
が
泣
い
て

い
る
。

　

国
勢
調
査
人
口
は
減
少

し
今
後
も
減
少
が
続
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
や
、

現
在
１
人
減
の
13
人
で
も

議
会
運
営
に
大
き
な
支
障

を
感
じ
な
い
こ
と
、
議
員

の
な
り
手
不
足
の
状
況
な

ど
を
考
慮
し
、
定
数
を
１

人
減
ら
す
こ
と
は
や
む
を

得
な
い
。

議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正

議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

《
反
対
》
赤
阪
岩
男
議
員

　

地
方
議
会
の
定
数
は
少

な
け
れ
ば
良
い
と
い
う
も

の
で
は
な
い
。
常
任
委
員

会
の
委
員
数
は
７
〜
８
人

が
良
い
理
想
と
言
わ
れ
て

い
る
。
意
見
交
換
会
で
無

駄
な
議
員
は
減
ら
す
べ
き

だ
と
の
極
論
も
聞
い
た
。

大
変
残
念
な
思
い
を
し
た
。

《
賛
成
》
藤
本
憲
一
議
員

　

議
員
は
、
町
民
に
よ
り

選
挙
で
選
ば
れ
た
町
民
の

代
表
者
で
あ
り
、
町
民
の

意
見
を
尊
重
す
る
こ
と
が

第
一
と
考
え
る
。

　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

か
ら
削
減
41
％
で
も
分
か

る
よ
う
に
、
削
減
の
声
が

多
い
以
上
、
定
数
削
減
は

妥
当
と
判
断
。

《
賛
成
》
小
林
総
一
議
員

　

現
在
13
人
の
議
員
で
活

動
し
て
い
る
が
特
段
の
支

障
は
な
く
、
常
任
委
員
会

も
同
様
支
障
は
な
い
。
県

内
他
町
の
状
況
、
本
町
の

状
況
、
町
民
の
意
見
、
議

会
基
本
条
例
の
趣
旨
等
を

踏
ま
え
、
総
合
的
に
判
断

し
た
結
果
、
定
数
１
減
の

13
人
に
賛
成
す
る
。

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
議

員
報
酬
を
「
増
や
し
て
も

よ
い
」
と
い
う
意
見
は
わ

ず
か
11
・
７
％
。
こ
こ
に

明
確
な
意
思
が
表
れ
て
い

る
。
ま
た
物
価
高
に
よ
る

生
活
苦
が
広
が
っ
て
い
る

中
、
民
意
に
逆
ら
っ
て
報

酬
を
引
き
上
げ
る
の
は
許

さ
れ
な
い
。

《
賛
成
》
福
井
強
太
議
員

　

町
民
と
と
も
に
歩
む
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、

会
議
等
の
見
え
る
活
動
に

加
え
、
事
前
調
査
や
勉
強

会
、
先
進
事
例
の
研
修
や

視
察
等
見
え
な
い
活
動
も

増
加
し
て
い
る
。
担
い
手

問
題
解
消
と
人
材
確
保
の

た
め
、
子
育
て
世
代
が
専

業
に
で
き
る
報
酬
が
必
要
。

《
反
対
》
福
岡
久
二
子
議
員

　

多
様
な
町
民
の
声
を
反

映
す
る
に
は
議
員
定
数
を

む
し
ろ
増
や
す
べ
き
。
定

数
削
減
は
当
選
に
必
要
な

票
数
が
上
が
る
こ
と
を
意

味
し
、
強
く
大
き
い
支
持

基
盤
を
持
つ
人
に
は
有
利

だ
が
、
女
性
や
少
数
の
声

を
代
弁
す
る
人
の
当
選
が

よ
り
難
し
く
な
る
。

の明なさ論定様議い

賛否が分かれる!!賛否が分かれ賛否が分かれる!!賛否が分かれる!!

賛否が分かれた議案(４月・６月会議）

（注）大原清明議員は、議長のため採決には加わらない。　　○は賛成　×は反対　欠は欠席

件　　　　　名 議員名
結果

福
井

松
岡

藤
本

小
林

福
岡

氏
岡

新
堀

浦
中

赤
阪

東
芝

宮
井

溝
北

大
原

欠○○○×○欠○×××○－６対４で可決

○○○○×○欠○○××○－８対３で可決

かつらぎ町議会の議員の定数を定
める条例の一部を改正する条例
かつらぎ町議会の議員の議員報
酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例

最初の方１時間ほど傍聴させていただきましたが、困っている人の実情がひしひし
と伝わってきました。（70代女性）議会を傍聴して

報酬　 23万円から24万５０００円に→

定数　 14人から13人へ→

討 論討 論討 論討 論討 論
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４
月
会
議
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
支
援
事
業
と

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
予
算
等
を
審
議
し
、
全

員
賛
成
で
可
決
し
た
。

・ごみ袋の無料配布
・簡易発電機の購入
・抗原検査キットの配布
・小中学校無線ＬＡＮアクセスポイント整備
・学校図書館と町立図書館のパワーアップ
・水道料金の減免　　　　　　　　など

４月会議

１件
２件
２件
２件

4月会議（4/21～25）
専決処分
補正予算
条 例
陳 情

不
登
校
の
子
ど
も
の
居
場
所
で
き
る

　
　
　
　

議
員
が
３
月
に
提
案
し
た
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
が

　
　
　
　

総
合
文
化
会
館
内
に
設
置
さ
れ
、
６
月
１
日
か
ら

　
　
　
　

発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
会

計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
元
教
員
を
１
人
室
長
と
し
て
配
置

し
、
７
校
に
配
置
さ
れ
て
い
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

県
の
訪
問
支
援
員
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
不

登
校
支
援
員
２
人
が
連
携
を
取
り
つ
つ
運
営
さ
れ
る
。
セ
ン

タ
ー
に
来
る
子
ど
も
が
増
え
た
場
合
、
教
育
委
員
会
の
会
議

室
や
相
談
室
も
使
用
す
る
。

概要
使
用
料
、
手
数
料
、
督
促
及
び
延
滞
金
条
例
の
一
部
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　

正
式
の
職
員
で

あ
っ
た
方
が
よ
い
の
で

は
。

教
育
長　

必
要
性
が
生

じ
た
と
き
に
は
正
職
員

の
方
向
で
お
願
い
し
た

い
。 問

災
害
時
の
簡
易
発
電
機
購
入

　
　
　
　

災
害
用
の
使
い
捨
て
発
電
機
５
０
０
台
購
入
の
６

　
　
　
　

６
５
万
円
の
予
算
が
組
ま
れ
た
。
こ
れ
は
１
台
約

　
　
　
　

１
万
３
３
０
０
円
で
携
帯
電
話
６
台
に
フ
ル
充
電

で
き
る
も
の
だ
っ
た
が
、
こ
の
購
入
を
巡
っ
て
「
高
い
」

「
費
用
対
効
果
は
ど
う
か
」「
５
０
０
台
は
多
す
ぎ
る
」「
耐

用
年
数
は
ど
う
か
」
な
ど
、
質
疑
が
集
中
し
、
町
長
の
最
終

答
弁
で
は
、「
再
度
検
証
し
議
会
に
報
告
す
る
」
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
担
当
課
は
購
入
を
見
直
し
、
他
の
方
法
も
含
め
検

討
中
と
な
っ
た
。

概要

　
　
　

簡
易
発
電
機
購
入
あ

り
き
で
の
事
業
で
は
な
い
か
。

再
使
用
が
不
可
能
で
は
町
民

に
理
解
が
得
ら
れ
な
い
の
で

は
。

町
長　

コ
ス
ト
意
識
を
持
つ

こ
と
が
大
事
。
長
期
保
存
、

実
効
性
、
実
用
性
が
あ
る
も

の
は
少
な
い
。
数
量
も
含
め

検
討
を
し
て
導
入
し
、
検
証

も
兼
ね
て
決
定
し
議
会
に
報

告
を
行
う
。

問
　
　
　

不
登
校
対
策
と
し
て

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
は
。

教
育
長　

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

を
十
分
活
用
し
た
い
。
今
は

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実

に
全
力
を
挙
げ
た
い
。

て
通
っ
て
も
ら
う
。

問

　
　
　

対
象
の
子
ど
も

に
対
し
て
、
ど
こ
で
誰

が
出
席
参
加
を
促
し
て

い
く
の
か
。

教
育
長　

本
人
の
意
思

が
大
切
で
あ
る
が
不
登

校
に
悩
ん
で
い
る
生
徒

に
支
援
セ
ン
タ
ー
室
長

や
支
援
員
等
が
面
接
し

問

新型コロナウイルス感染症対策一覧

総額
７４６８万円

初めて要約筆記付きと連絡があり、傍聴しました。大きめのスクリーンだとなお良
いのにと思います。（60代女性）議会を傍聴して

開設した教育支援センター開設した教育支援センター開設した教育支援センター

避難場所で携帯電話が使えるように
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６
月
会
議
で
は
、
選
挙
運
動
公
営
の
限
度
額
や
国
民
健
康

保
険
税
の
確
定
、
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
、
水
道
料
金

納
付
組
合
の
廃
止
に
よ
る
条
例
の
一
部
改
正
、
町
道
の
廃
止

と
認
定
、
議
員
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
制
定
、

一
般
会
計
お
よ
び
各
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
を
審
議
、
可
決

し
た
。
ま
た
、
議
員
報
酬
の
一
部
改
正
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
基
金
条
例
の
制
定
を
審
議
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

６月会議

４件
８件
11件
６件
４件
１件
８人

6月会議（5/31～6/14）
専決処分
補正予算
条 例
事件議決
諸 報 告
陳 情
一般質問

保
険
税
統
一
ま
で
値
上
げ
続
く
？

　
　
　
　

令
和
４
年
度
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

　
　
　
　

計
の
基
金
か
ら
７
０
０
０
万
円
を
繰
り
入
れ
医

　
　
　
　

療
分
の
保
険
税
の
抑
制
を
図
っ
た
が
、
結
局
は

資
産
割
の
分
だ
け
減
額
と
な
り
、
あ
と
の
所
得
割
と
平
等

割
、
均
等
割
は
値
上
げ
と
な
っ
た
。
一
方
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
の
支
援
分
と
介
護
保
険
分
は
減
額
と
な
っ
た
。

国
民
健
康
保
険
税
は
、
令
和
６
年
度
に
資
産
割
を
廃
止
し
、

令
和
９
年
度
に
は
県
下
統
一
の
保
険
税
に
移
行
す
る
。
保

険
税
統
一
ま
で
保
険
税
の
値
上
げ
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。

概要

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　

今
年
度
の
保
険
税
は

ど
う
な
る
の
か
。

税
務
課
長　

国
保
税
で
資
産

の
大
き
い
人
は
減
額
に
な
る

傾
向
が
あ
る
。
一
定
の
所
得

が
あ
っ
て
資
産
割
の
な
い
人

は
上
が
る
傾
向
に
あ
る
。

健
康
推
進
課
長　

被
保
険
者

が
減
り
１
人
当
た
り
の
医
療

費
が
上
が
っ
て
い
る
の
で
、

保
険
税
は
上
が
る
傾
向
に
あ

る
。
基
金
を
投
入
し
な
が
ら

上
げ
幅
を
大
き
く
し
な
い
で
、

保
険
税
統
一
に
つ
な
ぎ
た
い
。

問

　
　
　

資
産
割
を
な
く
せ
ば

低
所
得
者
も
含
め
保
険
税
は

上
が
る
。
保
険
税
統
一
に
向

け
て
保
険
税
が
上
が
る
。
県

が
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
行
程

表
）
を
作
成
す
れ
ば
内
容
を

議
会
に
公
表
す
べ
き
。

健
康
推
進
課
長　

公
表
が
可

能
に
な
れ
ば
議
会
に
も
示
し

た
い
。

問
　
　
　

今
年
で
１
人
当
た
り

13
万
円
。
こ
れ
が
令
和
９
年

度
に
向
か
っ
て
上
げ
ざ
る
を

得
な
い
。
所
得
の
10
％
を
は

る
か
に
超
え
る
高
す
ぎ
る
国

保
税
。
政
策
的
に
抑
制
す
る

考
え
方
は
あ
る
か
。

町
長　

保
険
税
が
上
が
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
法
定
外
繰

り
入
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
な

何
ら
か
の
手
立
て
が
必
要
。

問

基
礎
分

資
産
割
だ
け
が
減
額

全
て
減
額

全
て
減
額

支
援
分

介
護
分

所得割
資産割
均等割
平等割
（特定）
（特定継続）
所得割
資産割
均等割
平等割
（特定）
（特定継続）
所得割
資産割
均等割
平等割

1.8305pt
△ 5.808pt
4,380円
2,790円
1,395円
2,092円

△ 0.4256pt
△ 5.619pt
△ 2,020円
△ 1,835円
△ 918円
△ 1,377円
△ 0.742pt
△ 9.5928pt
△ 3,630円
△ 2,125円

7.4295％
19.8620％
27,060円
20,910円
10,455円
15,682円
2.2967％
6.1290％
8,365円
6,465円
3,232円
4,848円
2.0385％
7.3152％
8,700円
4,815円

税　率 備考４年度 前年度との比較

議案がどのように可決、否決されているのか知ることができ、貴重な経験になりま
した。（20代女性）議会を傍聴して
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36ホール フルオープン36ホール フルオープン
パークゴルフ場パークゴルフ場
36ホール フルオープン
パークゴルフ場10月

フ
ル
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
料
金
改
定

　
　
　
　

令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は

　
　
　
　

18
ホ
ー
ル
か
ら
36
ホ
ー
ル
と
な
り
、
全
面
オ
ー

　
　
　
　

プ
ン
と
な
る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
料
金
を
改
定

す
る
条
例
案
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
た
。

概要

都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　

こ
の
料
金
で
賄
え
る

の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

コ
ロ
ナ
前

の
平
成
31
年
度
は
１
万
７
０

０
０
人
の
利
用
者
が
あ
っ
た
。

36
ホ
ー
ル
に
な
り
２
万
５
０

問

０
０
人
を
予
定
し
、
１
人
当

た
り
２
ラ
ウ
ン
ド
９
０
０
円

設
定
で
維
持
管
理
費
を
賄
え

る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

公
認
コ
ー
ス
は
県
下

で
本
町
と
紀
美
野
町
だ
け
で

あ
る
。
各
種
大
会
を
誘
致
す

る
と
か
、
紀
美
野
町
と
何
ら

か
の
連
携
方
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

公
認
コ
ー

ス
は
近
畿
で
も
こ
の
２
コ
ー

ス
の
み
で
あ
り
、
紀
美
野
町

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
と
も
連
携

し
各
種
大
会
を
考
え
て
い
る
。

問
　
　
　

多
目
的
広
場
１
㎡
１

０
０
円
と
設
定
さ
れ
て
い
る

が
、
ど
う
い
っ
た
利
用
方
法

な
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
利
用
を
考

え
て
い
る
。

問
　
　
　

今
後
も
直
営
で
続
け

て
い
く
の
か
、
指
定
管
理
な

ど
の
方
法
を
考
え
て
い
る
の

か
。

町
長　

北
部
エ
リ
ア
が
で
き

て
か
ら
考
え
る
。
経
費
削
減

は
指
定
管
理
の
方
が
よ
い
の

で
、
全
体
の
経
費
を
見
て
か

ら
考
え
て
い
く
。

問

ほお してる人が目立つ。YouTubeに流しているのにいかがなものか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20代男性）議会を傍聴して

※１ラウンドは18ホール
※小人とは４歳以上中学生以下
※高齢者とは65歳以上

【使用料一覧】

大人
小人

身体障害者
高齢者
大人
小人

身体障害者
高齢者

600円
300円

500円

800円
400円

700円

１ラウンド
900円
400円

700円

1,100円
500円

900円

1,200円
600円

1,000円

1,400円
700円

1,200円

2ラウンド 終　日

多目的広場
貸クラブ・ボール

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

町　

内

町　

外

１組　100円
１㎡　100円
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水
道
料
金
納
付
組
合
廃
止

　
　
　
　

水
道
事
業
に
は
、
納
付
組
合
が
集
金
す
れ
ば
徴

　
　
　
　

収
額
の
３
％
の
報
償
金
を
支
給
す
る
制
度
が
あ

　
　
　
　

っ
た
。
し
か
し
、
口
座
振
替
が
一
般
的
に
な
っ

た
中
、
実
際
手
集
金
し
な
い
納
付
組
合
が
増
え
て
き
た
の

で
、
1
年
間
の
周
知
期
間
を
お
い
て
納
付
組
合
を
令
和
３

年
度
末
で
廃
止
し
た
。

概要

水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

消
防
活
動
に
協
力
し
た
者
っ
て
誰
？

　
　
　
　

消
防
団
員
等
の
公
務
災
害
補
償
の
限
度
額
が
表

　
　
　
　

の
と
お
り
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
質
疑
で
は
消
防

　
　
　
　

活
動
に
協
力
し
た
者
（
消
防
作
業
従
事
者
）
と

は
ど
う
い
う
人
を
指
す
の
か
、
や
り
取
り
が
あ
っ
た
。

概要
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　

納
付
組
合
に
よ
る
料

金
徴
収
は
い
つ
か
ら
始
ま
り

そ
の
目
的
は
何
だ
っ
た
の
か
。

上
下
水
道
課
長　

昭
和
43
年

４
月
か
ら
始
ま
り
、
組
合
が

訪
問
集
金
し
て
い
た
。
当
時
、

口
座
振
替
制
度
は
な
く
、
徴

収
率
ア
ッ
プ
の
観
点
も
あ
っ

た
。
令
和
４
年
３
月
で
41
組

合
あ
り
、
報
償
金
は
徴
収
額

の
３
％
で
年
１
０
８
万
円
ほ

ど
で
あ
る
。

問

　
　
　

町
行
政
の
中
で
こ
れ

に
似
た
制
度
が
残
っ
て
い
な

い
の
か
、
絶
え
ず
見
直
し
を

し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

町
長　

も
っ
と
早
く
検
討
す

べ
き
で
あ
っ
た
と
思
う
し
、

今
後
改
め
て
い
く
。

問

　
　
　

消
防
活
動
に
協
力
し

た
者
と
は
。

危
機
管
理
課
長　

火
災
現
場

で
初
期
消
火
と
応
急
消
火
等

を
行
っ
た
人
、
消
防
署
員
・

団
員
か
ら
の
要
請
で
消
防
作

業
を
行
っ
た
人
、
地
震
や
暴

風
雨
の
災
害
時
に
応
急
処
理

を
行
っ
た
人
。
救
急
隊
員
か

ら
の
要
請
で
救
急
業
務
に
協

力
し
た
人
。

問

　
　
　

町
内
に
は
報
償
金
を

自
治
区
・
町
内
会
・
班
の
運

営
補
助
金
と
し
て
活
用
し
て

い
る
所
が
あ
る
。
収
入
減
と

な
り
運
営
に
苦
慮
す
る
が
。

町
長　

報
償
金
は
、
大
前
提

と
し
て
個
人
に
支
払
わ
れ
る

も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
先
は

町
内
会
で
の
事
情
や
状
況
に

よ
る
が
、
長
年
や
っ
て
き
た

制
度
な
の
で
変
え
る
と
き
に

は
、
も
う
少
し
配
慮
が
必
要

で
あ
っ
た
。

問

【介護補償の額】

常時介護を要する

随時介護を要する

7万3090円

3万6500円

最低限度額（月額）

改正前

7万5290円

3万7600円

改正後
状　態

水道メーター水道メーター水道メーター

数年前の出初式での一斉放水数年前の出初式での一斉放水数年前の出初式での一斉放水
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本町でも

企業版ふるさと納税活用始まる
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
は
推
進
し
た
い

　
　
　
　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
平
成
28
年
度
か
ら

　
　
　
　

始
ま
り
、
令
和
２
年
度
に
制
度
改
正
が
行
わ
れ

　
　
　
　

た
。
改
正
に
よ
り
企
業
は
、
社
会
貢
献
に
加
え

て
、
地
方
自
治
体
と
の
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構

築
と
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
事
業
展
開
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
自
治
体
と
企
業
が
事
業
を
立
案

し
、
寄
附
を
自
治
体
が
受
け
、
と
も
に
計
画
を
実
行
で
き
、

さ
ら
に
企
業
か
ら
人
材
を
町
職
員
と
し
て
派
遣
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

概要

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
条
例
制
定

　
　
　

大
企
業
が
大
き
な
寄

附
を
で
き
る
仕
組
み
が
あ
る

の
で
は
。

企
画
公
室
長　

最
大
で
寄
附

額
の
９
割
税
額
控
除
を
受
け

ら
れ
る
が
、
企
業
に
よ
る
当

年
度
の
課
税
状
況
、
資
本
金

等
に
よ
っ
て
異
な
る
。
事
業

年
度
の
課
税
所
得
が
大
き
け

れ
ば
、
控
除
を
受
け
る
上
限

額
も
増
え
る
。

問

　
　
　

こ
ん
な
ふ
る
さ
と
納

税
を
導
入
し
て
い
い
の
か
ど

う
か
。

町
長　

寄
附
を
受
け
た
企
業

と
の
間
で
適
切
な
関
係
を
保

つ
の
は
当
然
。
寄
附
を
行
う

代
償
と
し
て
利
益
を
供
与
し

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

は
明
文
化
さ
れ
て
い
る
。
企

業
と
一
緒
に
事
業
を
し
て
い

く
リ
ス
ク
は
あ
る
が
、
そ
れ

を
上
回
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

問
　
　
　

企
業
名
を
公
開
し
な

い
で
寄
附
が
で
き
る
。
議
会

の
チ
ェ
ッ
ク
は
働
く
の
か
。

町
長　

基
本
的
に
は
企
業
名

を
出
さ
な
い
で
寄
附
を
さ
れ

た
場
合
は
議
会
に
は
公
表
で

き
な
い
。

企
画
公
室
長　

企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
の
予
定
は
、
１
０

０
万
円
が
２
社
、
１
５
０
０

万
円
が
１
社
。
東
京
都
、
上

富
田
町
、
海
南
市
の
各
企
業

が
１
社
ず
つ
。
企
業
名
を
公

表
す
る
か
ど
う
か
は
、
寄
附

を
受
け
る
と
き
に
確
認
し
た

い
。

問

　
　
　

癒
着
が
生
じ
な
い
よ

う
歯
止
め
を
か

け
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
長　

ハ
ー
ド

ル
を
上
げ
て
、

企
業
が
入
っ
て

き
に
く
い
よ
う

な
仕
組
み
を
つ

く
る
の
は
よ
く

な
い
。
プ
ラ
ス

に
な
る
こ
と
は

積
極
的
に
推
進

し
た
い
。

問

　
　
　

県
内
の
自
治
体
の
ふ

る
さ
と
納
税
活
用
状
況
は
。

企
画
公
室
長　

12
団
体
で
寄

附
額
の
合
計
は
、
２
９
６
０

万
円
。

問

討 

論

討 

論

討 

論

　

大
企
業
の
多
額
の
ふ
る

さ
と
納
税
は
、
住
民
の
主

権
を
歪
め
る
可
能
性
が
あ

る
。
巨
大
企
業
ほ
ど
寄
附

額
を
増
や
せ
、
企
業
と
自

治
体
が
一
緒
に
計
画
・
立

案
か
ら
実
施
ま
で
行
え
る
。

結
局
こ
の
制
度
は
、
他
地

域
の
税
金
を
奪
う
だ
け
。

活
用
す
べ
き
で
な
い
。

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

内閣府のパンフレットから
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「
熱
中
小
学
校
」
は
、
国
内
19
校
、
海
外
１
校

　
　
　
　

で
実
施
さ
れ
、
和
歌
山
県
で
は
上
富
田
町
で
1

　
　
　
　

校
運
営
さ
れ
て
い
る
。
本
町
は
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
と
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
て
実
施
す

る
。
熱
中
小
学
校
は
、
新
商
品
開
発
・
販
路
拡
大
、
仕

事
・
雇
用
の
創
出
、
移
住
・
定
住
の
増
加
お
よ
び
郷
土
愛

の
醸
成
と
地
域
づ
く
り
、
地
域
の
活
性
化
等
を
目
指
す
と

こ
ろ
に
目
的
が
あ
る
。

概要

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　

熱
中
小
学
校
の
活
動

内
容
は
。

企
画
公
室
長　

大
人
の
学
び

を
組
織
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

関
係
人
口
や
交
流
人
口
、
移

住
定
住
に
よ
る
人
口
増
を
目

指
す
取
り
組
み
。

町
長　

小
学
校
な
の
で
地
元

で
校
長
先
生
と
教
頭
先
生
、

用
務
員
な
ど
の
役
員
を
組
織

す
る
。
講
師
は
、
熱
中
小
学

校
本
部
（
全
国
組
織
）
か
ら

企
業
役
員
や
大
学
教
授
等
の

派
遣
、
も
し
く
は
地
元
有
識

者
な
ど
が
担
う
。
講
師
料
は

無
料
、
往
復
の
交
通
費
と
宿

泊
費
の
み
を
支
払
う
。
講
義

の
翌
日
は
地
元
を
観
光
案
内

す
る
。
受
講
生
は
町
内
外
を

問
わ
ず
参
加
で
き
る
。
学
校

は
土
日
の
日
程
で
月
１
回
開

催
。
ク
ラ
ブ
活
動
も
組
織
さ

れ
、
学
校
は
１
学
年
を
半
期

で
学
ぶ
た
め
、
３
年
間
で
卒

業
と
な
る
。

問

熱
中
小
学
校
が

熱
中
小
学
校
が

　
　

実
施
さ
れ
る

　
　

実
施
さ
れ
る

熱
中
小
学
校
が

　
　

実
施
さ
れ
る

賛否が分かれた議案(６月会議）

（注）大原清明議員は、議長のため採決には加わらない。　　○は賛成　×は反対　欠は欠席

件　　　　　名 議員名
結果

福
井

松
岡

藤
本

小
林

福
岡

氏
岡

新
堀

浦
中

赤
阪

東
芝

宮
井

溝
北

大
原

○○○○×○欠○×××○－７対４で可決かつらぎ町企業版ふるさと納税
基金条例

昨年11月に本町で開催された「紀州くちくまの熱中小学校オープンスクール」の様子昨年11月に本町で開催された「紀州くちくまの熱中小学校オープンスクール」の様子昨年11月に本町で開催された「紀州くちくまの熱中小学校オープンスクール」の様子
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陳
情
の
趣
旨
は
、
女
性
ト

イ
レ
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

女
性
の
安
心
安
全
を
守
る
た

め
に
諸
方
策
を
と
る
よ
う
国

に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し

い
と
い
う
も
の
。
厚
生
文
教

常
任
委
員
会
は
全
員
反
対
で

不
採
択
と
な
り
、
本
会
議
で

は
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な

っ
た
。

女
性
ト
イ
レ
の
維
持

及
び
そ
の
安
心
安
全

の
確
保
に
つ
い
て

　

陳
情
の
趣
旨
は
、
７
月
20

日
で
あ
る
海
の
日
の
由
来
を

大
事
に
し
て
、
祝
日
を
固
定

化
す
る
よ
う
国
に
意
見
書
を

提
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も

の
。
総
務
産
業
常
任
委
員
会

と
本
会
議
で
賛
成
少
数
で
不

採
択
と
な
っ
た
。

国
民
の
祝
日「
海
の
日
」を
７
月
20
日
に
固
定
化

す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

討 

論

討 

論

討 

論

　

女
性
ト
イ
レ
の
維
持
は

当
然
賛
成
す
べ
き
。
法
整

備
や
基
準
の
発
展
、
小
規

模
な
企
業
や
個
人
商
店
な

ど
へ
の
支
援
も
視
野
に
入

れ
「
女
性
の
安
心
安
全
と

い
う
権
利
法
益
を
守
る
べ

く
諸
方
策
を
と
る
よ
う
」

意
見
書
を
提
出
す
る
意
義

は
小
さ
く
な
い
。

《
賛
成
》
東
芝
弘
明
議
員

　

陳
情
の
趣
旨
は
、
沖
縄
に

米
軍
基
地
が
集
中
、
公
平
な

負
担
実
現
の
た
め
辺
野
古
新

基
地
建
設
の
中
止
と
、
普
天

間
基
地
の
「
本
土
」
引
き
取

り
を
求
め
、
国
に
意
見
書
を

提
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も

の
。
総
務
産
業
常
任
委
員
会

と
本
会
議
で
全
員
反
対
で
不

採
択
と
な
っ
た
。

沖
縄
を「
捨
て
石
」に
し

な
い
安
全
保
障
政
策
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情

討 

論

討 

論

討 

論

　

陳
情
に
沿
っ
て
進
む
道

は
日
本
全
土
が
ア
メ
リ
カ

の
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る

方
向
。
軍
備
増
強
は
日
本

を
標
的
に
す
る
理
由
と
な

る
。
平
和
憲
法
を
守
り
普

天
間
基
地
の
無
条
件
撤
去

を
目
指
す
べ
き
。
自
分
が

ど
ち
ら
を
望
む
か
私
た
ち

自
身
が
問
わ
れ
て
い
る
。

《
反
対
》
福
岡
久
二
子
議
員

討 

論

討 

論

討 

論

　

ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
制

度
に
よ
り
「
海
の
日
」
は

７
月
の
第
３
月
曜
日
と
国

会
で
決
め
て
お
き
な
が
ら
、

何
ら
根
拠
な
く
７
月
20
日

と
固
定
化
す
る
の
は
、
ハ

ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
制
度
と

矛
盾
す
る
。
委
員
会
で
は

４
対
１
で
不
採
択
で
あ
っ

た
。

《
反
対
》
宮
井
健
次
議
員

　

記
念
日
を
定
め
る
に
は
、

そ
れ
な
り
の
意
味
が
あ
り

決
め
て
い
る
。
山
の
日
も

８
月
11
日
と
決
ま
っ
て
い

る
。
成
人
の
日
は
１
月
15

日
か
ら
１
月
の
第
２
月
曜

日
と
な
り
連
休
に
な
る
よ

う
変
更
し
た
。
連
休
に
す

る
こ
と
で
記
念
日
の
意
義

が
薄
れ
る
。

《
賛
成
》
浦
中
隆
男
議
員

賛否が分かれた陳情(６月会議）

（注）大原清明議員は、議長のため採決には加わらない。　　○は賛成　×は反対

件　　　　　名 議員名
結果

福
井

松
岡

藤
本

小
林

福
岡

氏
岡

新
堀

浦
中

赤
阪

東
芝

宮
井

溝
北

大
原

××××○×××○○○○－５対７で不採択

×××××××○××××－１対11で不採択

女性トイレの維持及びその安心
安全の確保について
国民の祝日「海の日」を７月20
日に固定化する意見書の提出を
求める陳情

3つの陳情 採決結果

海の日のイメージ海の日のイメージ海の日のイメージ
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本
町
は
、
新
規
採
用
（
今
年
は
９
人
）
の
職
員
研
修
の
一

環
と
し
て
、
議
会
傍
聴
を
毎
年
６
月
に
実
施
し
て
い
る
。
６

月
14
日
の
本
会
議
を
７
人
の
職
員
が
傍
聴
し
た
。

澤田 梨紗
さわ  だ　 り　さ

　

か
つ
ら
ぎ
町
で
生
活
し
て

い
く
上
で
必
要
な
ル
ー
ル
等

は
、
議
会
の
中
で
「
ど
う
し

た
ら
住
民
の
方
々
が
理
解
し

や
す
く
、
住
み
や
す
い
町
に

し
て
い
け
る
の
か
を
考
え
、

た
く
さ
ん
の
質
疑
や
討
論
が

あ
っ
た
中
で
決
め
ら
れ
て
い

る
も
の
」
と
い
う
こ
と
が
、

議
会
を
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ

き
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

妹背 正嗣
いも せ　まさつぐ

　

さ
ま
ざ
ま
な
議
案
に
対
し

て
議
員
さ
ん
が
質
問
等
し
て

吟
味
し
て
い
く
様
子
を
目
の

当
た
り
に
し
、
議
会
に
つ
い

て
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
議
会
傍
聴
は
、
町

が
今
、
ど
の
よ
う
な
状
況
な

の
か
把
握
で
き
る
と
思
う
の

で
、
町
民
の
皆
さ
ん
も
議
会

傍
聴
に
参
加
し
て
ほ
し
い
で

す
。

前東 慶祐
まえひがしけいすけ

　

町
職
員
や
議
員
の
方
々
を

中
心
に
皆
が
一
丸
と
な
っ
て

町
の
発
展
の
た
め
に
話
し
合

い
を
行
う
姿
に
、
と
て
も
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
会
議
に

参
加
さ
れ
て
い
た
皆
様
方
は

法
律
や
他
地
域
の
事
例
と
い

っ
た
内
容
を
熟
知
し
て
お
ら

れ
、
な
お
か
つ
論
理
的
に
お

話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

町
の
政
治
を
話
し
合
う
場

で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
内

容
は
非
常
に
難
し
く
感
じ
ま

し
た
。
特
に
税
に
関
す
る
議

案
が
難
し
く
感
じ
ま
し
た
が
、

住
民
の
方
々
が
内
容
等
を
ど

の
く
ら
い
理
解
し
て
い
る
の

か
、
気
に
な
り
ま
し
た
。
私

自
身
は
所
属
し
て
い
る
健
康

推
進
課
に
関
す
る
議
案
は
、

少
し
で
す
が
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

新規採用町職員が議会を傍聴新規採用町職員が議会を傍聴新規採用町職員が議会を傍聴

坂口　祥
さかぐち　  しょう

　

入
庁
し
た
ば
か
り
で
知
識

が
浅
く
、
内
容
が
頭
に
入
っ

て
き
に
く
い
箇
所
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
自
身
が
所

属
す
る
課
の
議
案
に
な
る
と
、

話
し
て
い
る
内
容
が
日
々
の

業
務
で
携
わ
っ
て
い
る
こ
と

で
も
あ
る
の
で
、
議
員
の
方

が
ど
う
い
っ
た
こ
と
に
疑
問

を
持
っ
て
質
疑
を
行
っ
て
い

る
の
か
に
注
目
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

山本 果奈
やまもと　か   な

　

議
会
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
議

案
に
お
い
て
議
論
さ
れ
る
た

め
、
根
拠
と
多
く
の
知
識
が

必
要
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。
議
会
で
の
採
決
結

果
は
私
た
ち
の
生
活
に
密
に

関
わ
っ
て
く
る
た
め
、
今
後

も
議
会
で
ど
の
よ
う
な
議
案

に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る

の
か
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

坂口 多恵
さかぐち   た　え

　

町
の
今
後
の
指
針
に
つ
い

て
町
と
議
会
が
共
に
作
り
出

し
て
い
く
貴
重
な
場
面
を
傍

聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

互
い
に
質
疑
討
論
し
て
い
く

こ
と
で
、
よ
り
議
案
が
改
善

し
、
住
民
に
と
っ
て
よ
り
安

心
で
き
る
生
活
に
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
議
会
を

経
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
、

日
ご
ろ
の
業
務
に
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
感
じ
ま
し
た
。井上 聡子

いのうえ　さと こ

門阪 泰憲
かどさか  やすのり

小久保 有登
こ　く　ぼ　 ゆう と

　

当
日
、
公
務
等
に
よ
り

傍
聴
で
き
な
か
っ
た
職
員
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企
業
を
訪
問  

生
の
声
を
聴
く

　

４
月
13
日
、
５
月
13

日
、
６
月
２
日
委
員
会

を
開
催
。

の
要
望
を
聞
い
た
。
訪
問
後
、

議
会
だ
よ
り
な
ど
で
企
業
の

事
業
内
容
な
ど
を
町
民
に
周

知
し
て
は
ど
う
か
な
ど
の
意

見
が
あ
っ
た
。

保
と
町
民
へ
の
会
社
説
明
会

開
催
な
ど
の
要
望
を
受
け
た
。

　

紀
州
食
品
株
式
会
社
（
東

渋
田
５
８
５
、
従
業
員
80

人
）
見
学
後
、
中
谷
総
務
課

長
か
ら
国
内
の
缶
詰
会
社
の

状
況
、
原
材
料
の
確
保
問
題
、

高
齢
化
に
よ
る
人
材
の
確
保

な
ど
の
要
望
を
受
け
た
。
ま

た
外
国
人
技
能
実
習
生
を
増

員
す
る
説
明
を
受
け
た
。

　

タ
カ
ラ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
株

式
会
社
和
歌
山
工
場
（
東
渋

田
６
２
６
-１
、
従
業
員
99

人
）
見
学
後
、
乾
工
場
長
よ

り
県
外
と
の
最
低
賃
金
の
格

差
、
地
元
企
業
の
中
で
情
報

交
換
で
き
る
機
会
を
持
ち
、

地
産
地
消
で
お
互
い
協
力
し

合
え
る
仕
組
み
な
ど
の
要
望

を
受
け
た
。
身
体
障
害
者
の

就
労
支
援
を
10
年
実
施
し
て

い
る
。

　

今
回
の
企
業
訪
問
は
、
町

内
の
企
業
を
ま
ず
は
知
る
こ

と
を
目
的
に
取
り
組
み
、
企

業
か
ら
は
、
地
元
雇
用
の
機

会
を
増
や
し
て
ほ
し
い
な
ど

従
業
員
１
７
０
人
）
米
倉
社

長
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら

見
学
後
意
見
交
換
し
た
。
新

工
場
増
設
で
新
た
な
人
材
確

　

５
月
13
日
株
式
会
社
寿
精

密
本
社（
東
渋
田
６
５
１
-23
、

３
企
業
を
訪
問

２
年
間
の
活
動
を

　
　
　
　

振
り
返
っ
て

　

22
回
の
委
員
会
と
厚
生
文

教
常
任
委
員
会
と
の
合
同
委

員
会
で
計
23
回
開
催
。
特
徴

は
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

試
乗
、
く
し
が
き
の
里
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
、
土
砂
埋

め
立
て
、
妙
寺
団
地
な
ど
の

現
地
視
察
で
関
係
者
と
の
意

見
交
換
で
生
の
声
を
聴
く
こ

と
が
で
き
、
対
策
を
協
議
で

き
た
。
特
に
、
企
業
訪
問
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
企
業
側
の

協
力
に
よ
り
実
現
で
き
た
。

　

次
の
委
員
会
に
、
笠
田
中

の
造
成
、
地
域
公
共
交
通
、

企
業
訪
問
、
辺
地
対
策
、
西

部
公
園
な
ど
の
調
査
を
申
し

送
る
こ
と
の
協
議
を
し
た
。

株式会社寿精密視察風景株式会社寿精密視察風景株式会社寿精密視察風景

紀州食品株
式会社視察

風景

紀州食品株
式会社視察

風景

紀州食品株
式会社視察

風景

タカラスタンダード株式会社和歌山工場視察風景タカラスタンダード株式会社和歌山工場視察風景タカラスタンダード株式会社和歌山工場視察風景
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総
合
相
談
の
内
容
に
は
深
刻
な
事
例
が

　

４
月
20
日
、
５
月
17

日
、
６
月
３
日
委
員
会

を
開
催
。

ン
ト
支
援
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
か
ら
の
相
談
な
ど
）
の

事
業
が
行
わ
れ
、
い
わ
ば
介

護
関
連
の
相
談
セ
ン
タ
ー
の

よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

委
員
会
に
は
、
総
合
相
談

の
内
容
が
報
告
さ
れ
た
。

　

一
人
暮
ら
し
の
人
の
中
に

は
、
認
知
症
に
よ
る
被
害
妄

想
的
な
傾
向
が
強
ま
る
中
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
拒
む
例
も

多
く
、
な
か
な
か
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。
状
態
を
把
握
し

な
が
ら
も
、
孤
独
死
と
な
っ

た
事
例
も
あ
っ
た
と
報
告
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
の
報
告
を
聞

い
て
い
る
と
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
げ
る
ま
で
の
努
力

に
頭
が
下
が
っ
た
。

　

４
月
の
委
員
会
で
は
、
残

さ
れ
た
２
回
の
委
員
会
の
テ

ー
マ
を
決
め
、
５
月
と
６
月

の
委
員
会
に
臨
ん
だ
。

　

５
月
の
委
員
会
で
は
、
介

護
保
険
の
事
務
調
査
の
締
め

く
く
り
に
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
か
ら
報
告
を
受
け
た
。

本
町
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
か
つ
ら
ぎ
町
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
２
階
に
事

務
所
が
置
か
れ
て
お
り
、
町

の
保
健
師
（
出
向
）
や
社
会

福
祉
協
議
会
の
社
会
福
祉
士
、

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な

ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
介

護
予
防
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
事
業
と
住
民
か
ら
の
総
合

相
談
、
権
利
擁
護
、
包
括

的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

女
性
ト
イ
レ
の
維
持

　
　
　

陳
情
は
不
採
択

　

４
月
会
議
で
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
陳
情
「
女
性
ト
イ

レ
の
維
持
及
び
そ
の
安
心
安

全
の
確
保
に
つ
い
て
」
は
、

５
月
の
委
員
会
で
審
議
が
行

わ
れ
「
課
題
と
問
題
が
混
在

し
て
い
る
。
言
っ
て
い
る
こ

と
と
実
態
は
違
う
」
「
何
を

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
よ
く

分
か
ら
な
い
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
、
全
員
反
対
で
不

採
択
と
な
っ
た
。

地域包括支援センターの職員
（６人体制：１人は相談業務
で外出中だった）

地域福祉センター２階の
地域包括支援センター事務所
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住
民
の
声
を
聴
け
る

懇
談
会
開
催
の
実
現
を

注
目
さ
れ
て
い
る

　

「
議
会
だ
よ
り
」

　

４
月
21
日
、
６
月
10

日
委
員
会
を
開
催
。

　

本
委
員
会
の
２
年
間
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
各

団
体
と
の
懇
談
会
、
議
会
モ

ニ
タ
ー
と
の
懇
談
会
を
実
施

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
町
当

局
の
理
解
と
協
力
を
得
て
議

会
映
像
配
信
を
ス
タ
ー
ト
で

き
た
こ
と
は
「
開
か
れ
た
議

会
」
の
第
一
歩
と
な
っ
た
。

　

本
委
員
会
は
、
住
民
懇
談

会
を
は
じ
め
、
各
団
体
と
の

懇
談
会
開
催
を
第
一
目
標
と

し
て
全
委
員
で
検
討
し
て
き

た
。
住
民
の
声
を
で
き
る
だ

け
多
く
聴
け
る
機
会
を
つ
く

り
、
今
後
の
議
会
活
動
に
生

か
せ
る
懇
談
会
が
開
催
で
き

ず
残
念
で
な
ら
な
い
。

　

主
な
内
容
は
、
「
議
会
モ

ニ
タ
ー
の
声
」
の
編
集
。
２

年
間
の
活
動
の
振
り
返
り
を

審
議
し
た
。

活
動
を
振
り
返
っ
て

　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委

員
会
は
、
５
月
16
日
、
串
本

町
議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員

会
か
ら
の
視
察
を
受
け
た
。

こ
れ
は
、
か
つ
ら
ぎ
町
の
議

会
だ
よ
り
が
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
に
入
選
し
注
目
さ
れ
て
の

こ
と
だ
っ
た
。
視
察
は
午
後

１
時
30
分
か
ら
約
２
時
間
、

本
町
議
会
と
串
本
町
議
会
を

ネ
ッ
ト
で
結
ん
で
実
施
さ
れ

た
。
ラ
フ
レ
イ
ア
ウ
ト
づ
く

り
、
手
書
き
レ
イ
ア
ウ
ト
と

字
数
計
算
、
写
真
の
撮
り
方
、

町
民
へ
の
取
材
の
方
法
な
ど

質
問
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
。

　

本
町
か
ら
「
先
進
地
の
い

い
と
こ
ろ
を
取
り
入
れ
る
た

め
に
、
必
ず
紙
面
に
生
か
す

会
議
を
開
い
て
き
た
」
と
い

う
話
を
最
後
に
伝
え
る
と
、

串
本
町
か
ら
は
「
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
議
会
だ
よ
り
を

充
実
さ
せ
た
い
」
「
ぜ
ひ
自

分
た
ち
の
紙
面
作
り
に
生
か

し
た
い
」
と
い
う
感
想
が
返

っ
て
き
た
。

串本町議会とのオンライン視察の様子
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議員の一般質問が積極的に
　　受け止められるようになった

議
員
の
提
案
が

ま
ち
づ
く
り
に
生
き
て
い
る

こ
こ
数
年
で
実
現
し
た
も
の

　

議
員
の
質
問
に
は
、
数
年
間
か
か
っ
て
実
現
し
た
も
の
も
、
複
数
の
議
員
の
質
問
が

リ
レ
ー
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
た
も
の
も
あ
る
。
紹
介
す
る
成
果
の
中
に
は
、
前
町
長
時

代
か
ら
の
も
の
も
。
最
初
は
滴
の
よ
う
に
、
そ
れ
が
流
れ
と
な
り
大
河
と
な
っ
た
事
例

も
あ
る
。
４
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
紹
介
す
る
。

●  

バ
ス
停
方
式
の
乗
合
タ
ク
シ
ー

● 

か
つ
ら
ぎ
霊
園
の
周
辺
整
備
と
道
路
改
修

● 

学
童
保
育
の
施
設
建
設
と
公
設
民
営
へ
の

 

移
行
、
保
育
料
の
値
下
げ

● 

新
城
と
花
園
地
域
へ
の
光
回
線
整
備

● 

笠
田
中
農
地
造
成
事
業
の
見
直
し
提
案
と

 

方
針
の
転
換

● 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
調
査

● 

山
間
部
に
公
民
館
設
置

一
般
質
問
、本
町
の
特
徴
は
？

　

一
般
質
問
の
範
囲
は
町
政
全
般
、
事
前
に

質
問
の
テ
ー
マ
と
内
容
を
通
告
す
る
。
町
当

局
は
、
議
員
の
通
告
に
沿
っ
て
内
容
を
調
査

し
、
答
弁
を
準
備
す
る
。
質
問
者
も
答
弁
者

も
十
分
な
準
備
の
上
、
質
問
に
臨
む
。

　

議
員
は
通
告
内
容
を
町
当
局
と
の
打
ち

合
わ
せ
会
で
説
明
し
た
後
、
一
般
質
問
用

の
資
料
作
成
を
行
い
、
本
番
で
は
資
料
に
基

づ
い
て
質
問
す
る
。
議
員
が
作
成
し
た
資
料

は
、
町
当
局
と
傍
聴
人
に
配
布
さ
れ
る
。

　

一
般
質
問
の
持
ち
時
間
は
答
弁
も
含
め
て

60
分
。
「
一
般
質
問
席
」
が
設
け
ら
れ
、
一

問
一
答
方
式
で
質
問
が
行
わ
れ
る
。
昨
年
６

月
か
ら
映
像
配
信
が
実
施
さ
れ
た
の
で
、
実

際
の
姿
を
ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い
。

　

今
年
は
円
安
ド
ル
高
や

物
価
上
昇
に
よ
り
子
育
て

世
帯
に
は
厳
し
い
年
と
な

っ
て
お
り
、
保
育
料
の
減

額
は
と
て
も
助
か
っ
て
い

ま
す
。

一般質問の資料例

学
童
の
保
育
料
助
か
る

　

待
望
の
光
回
線
開
通
に

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
も
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
に
参
加
で

き
、
地
域
個
人
と
し
て
も
、

大
変
う
れ
し
く
感
じ
て
い

ま
す
。

新
城
に
も
光 

う
れ
し
い

学
童
の
保
育
料
助
か

大
原
清
明 

議
長

お
お
は
ら  

き
よ
あ
き

中
阪
雅
則 

町
長

な
か
さ
か  

ま
さ
の
り

新
城
に
も
光
う
れ
し

議員の努力実る
　議員それぞれが熱心に研究して一般質問に臨
み、その取り組みへの努力が実を結んでいます。

議員提案を採用
　住民の代表である議員の提案は、必要性や投資
効果、また財源などを勘案して採用していきたい
と考えています。

口廣 雄作 さん
くちびろ  ゆうさく

安武 信之 さん
やすたけ  のぶゆき

議会映像配信より

議
員
同
士
意
見
が

対
立
す
る
こ
と
も

　

議
員
は
、
議
会
に
提
出
さ
れ
た
全
議

案
に
対
し
、
賛
成
か
反
対
か
全
て
判
断

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結

果
、
意
見
が
分
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

議
会
は
「
争
点
」
の
あ
る
世
界
だ
と

い
え
る
。

　

最
近
の
町
議
会
で
は
、
議
員
定
数

の
削
減
と
議
員
報
酬
の
引
き
上
げ
で

意
見
が
分
か
れ
た
。
予
算
案
で
も
意

見
が
分
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

議
会
だ
よ
り
で
は
、
「
争
点
」
が

分
か
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、
何
が

問
わ
れ
た
の
か
を
鮮
明
に
し
て
、

「
争
点
」
そ
の
も
の
を
リ
ア
ル
に
伝

え
る
努
力
を
行
い
、
課
題
や
問
題
点

を
住
民
と
一
緒
に
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
い
。

質
問
書
と
答
弁
書
を

一
生
懸
命
作
成
し
た
ら

出
来
レ
ー
ス
に
な
る
の
？

　

議
員
も
町
当
局
も
十
分
に
準
備
を
し

て
向
き
合
う
が
、
議
員
の
質
問
に
町
当

局
が
瞬
時
に
答
え
、
議
員
が
そ
れ
に
切

り
返
す
の
で
、
出
来
レ
ー
ス
に
は
な
ら

な
い
。
互
い
の
真
剣
さ
が
ド
ラ
マ
を
生

み
出
す
。

大
原
清
明
議
長

お
お
は
ら 

き
よ
あ
き
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あの一般質問

　新城・志賀・天野に公民館設置を。人は、地域お
こし協力隊員と集落支援員制度で確保できる。

　公民館は、旧小学校区を区域として設置すべき。
３地域への設置は必要と考える。

令和２年12月会議

山間部に公民館設置を

　かつらぎ霊園の園内及び周辺整備と園
内道路の坂道の改善を。

　具体的な方針を立てて早急に改善する。

令和３年12月会議

かつらぎ霊園の坂道を改善

　コミュニティバスの再編とデマンドタクシーの導入を。
（平成30年６月会議において「デマンドタクシー等の導入に関する決議」を全員賛成で可
決した）。

　政策推進会議の部門会議において、コミバスの再
編およびデマンドタクシーの導入を軸に検討してい
る。

　公設民営の学童保育への転換を。

　学童保育の安定的な運営を確保するためには、
公設民営への転換が求められている。

令和２年６月会議

公設民営の学童保育へ

新城地域交流センターに公民館を設置予定

議会だよりかつらぎ
2022.8.1　94号
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はどうなった?
令和元年12月会議

デマンドタクシーの導入を

議員によるデマンドタクシーの体験乗車

運営されている笠田学童施設

その後

　令和３年にコミュニティバスの再編を行う
とともに、バス停方式のデマンド型乗り合い
タクシー（四郷・笠田西部・河南西・河南
東・妙寺の５ルート）の運行を開始した。

　令和５年度各地区に公民館を設置する計画
を進めている。
　令和４年度より天野・新城地区の専任主事
を配置。

その後

　道路清掃と草刈りは完了。
　坂道の改善は、令和４年度当初予算に霊園
の階段新設工事費が計上され、改善策の一環
として施工される。

その後

　令和３年度笠田学童保育施設を新築。
　令和４年４月１日から「一般社団法人ひま
わりキッズ」を指定管理者に指定した。

その後

車道から階段が設置される、かつらぎ霊園
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ページ 質　　問　　事　　項 質  問  議  員

公用車をＥＶ化で、非常用電源に

スクールバス通学の現況は

ツーブロックの髪型、なぜ禁止？

まちづくりに子ども、若者の声を

防犯カメラの継続的設置計画を

人工内耳に町独自の助成を

町外事業者も登録事業者に

香害についての正しい理解を

氏 岡 　 　 誠

赤 阪 　 岩 男

東 芝 　 弘 明

松 岡 　 宏 行

溝 北 　 好 一

福 岡 久 二 子

新 堀 　 行 雄

宮 井 　 健 次

中阪町長

各ページ議員名の下の
二次元コードを読み取ると
ユーチューブで質問映像を
見ることができます。

写真はコロナ対策のため、パーテーション越しに撮影している。
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　一般質問は、町政に関する提案や質問を行うもの
で、持ち時間は１人60分。なお、記事は、質問者の責
任において作成されたものである。
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氏 岡　誠 議員

公用車をEV化で、非常用電源に
非常用電源の確保に努める町 長

　
　
　

近
隣
市
町
村
の
電

気
自
動
車
の
導
入
状
況
は
。

管
財
情
報
課
長　

本
町
と

紀
の
川
市
と
九
度
山
町
は

無
し
。
橋
本
市
は
４
台
、

高
野
町
は
１
台
。

問
　
　
　

公
用
車
を
Ｅ
Ｖ
車

に
乗
り
換
え
、
避
難
所
で

の
非
常
用
電
源
と
し
て
利

用
は
。

町
長　

大
規
模
災
害
時
に

お
け
る
停
電
の
際
に
は
有

効
な
応
急
対
策
の
一
つ
。

小
型
の
動
力
発
電
機
も
備

え
て
い
る
が
、
公
用
車
の

Ｅ
Ｖ
車
へ
の
乗
り
替
え
、

お
よ
び
自
動
車
メ
ー
カ
ー

と
災
害
時
の
業
務
提
携
に

関
す
る
協
定
締
結
を
進
め
、

非
常
用
電
源
の
確
保
に
努

め
る
。

問

　
　
　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
と
は
。

教
育
総
務
課
長　

障
害
の

あ
る
子
ど
も
も
な
い
子
ど

も
も
、
共
に
教
育
を
受
け

る
こ
と
で
共
生
社
会
を
目

指
し
、
子
ど
も
た
ち
の
多

様
性
を
尊
重
し
障
害
の
あ

る
子
ど
も
が
精
神
的
、
身

体
的
に
も
最
大
限
ま
で
発

達
で
き
る
よ
う
、
ま
た
社

会
に
他
の
子
ど
も
た
ち
と

変
わ
ら
ず
参
加
で
き
る
よ

う
に
支
援
す
る
教
育
方
針
。

問

　
　
　

特
別
支
援
教
育
の

取
り
組
み
は
。

教
育
長　

笠
田
中
学
校
に

設
置
予
定
の
階
段
昇
降
機

な
ど
も
合
理
的
配
慮
の
一

つ
。
知
的
障
害
、
自
閉
症

・
情
緒
障
害
、
肢
体
不
自

由
学
級
の
設
置
、
特
別
支

援
教
育
支
援
員
等
を
配
置

し
て
い
る
。

問
　
　
　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
の
在
り
方
は
。

町
長　

目
指
す
べ
き
最
終

の
ゴ
ー
ル
と
し
て
は
、

人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い

を
お
互
い
に
認
め
合
い
、

共
存
で
き
る
共
生
社
会
で

あ
る
。
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
は
必
要
だ
。

問

　
　
　

本
町
の
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
教
育
の
取
り
組
み

は
、
そ
の
際
の
留
意
点
は
。

教
育
長　

理
念
を
尊
重
し

た
教
育
が
な
さ
れ
て
い
る
。

特
別
支
援
教
育
の
充
実
も

欠
か
せ
な
い
。

問

　
　
　

濁
り
水
の
要
因
は
。

上
下
水
道
課
長　

水
圧
と

水
量
の
変
化
に
よ
る
。
消

火
活
動
や
管
路
修
繕
作
業

等
で
発
生
。

問
　
　
　

濁
り
水
に
対
す
る

補
償
は
。

上
下
水
道
課
長　

法
に
よ

り
免
責
さ
れ
て
お
り
、
基

本
的
に
損
害
賠
償
責
任
は

生
じ
な
い
。

問

　
　
　

免
責
理
由
は
。

上
下
水
道
課
長　

水
道
事

業
は
公
益
性
が
高
く
、
時

と
し
て
採
算
性
を
度
外
視

し
て
で
も
給
水
を
行
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
、
賠
償
を

伴
う
財
務
上
の
リ
ス
ク
に

対
し
免
責
要
件
を
設
け
て

い
る
。

問
　
　
　

濁
り
水
に
減
免
措

置
を
。

町
長　

一
般
的
に
は
賠
償

に
水
道
料
金
を
徴
収
す
べ

き
か
、
町
民
全
体
が
被
害

を
被
っ
て
い
る
場
合
、
措

置
の
検
討
も
必
要
で
あ
る

が
、
か
な
り
困
難
で
あ
る
。

に
値
す
る
話
だ
と
思
う
し
、

対
応
し
て
い
き
た
い
心
情

も
あ
る
が
、
法
に
沿
っ
て

事
務
を
行
う
以
上
、
弊
害

が
あ
る
。
対
応
す
る
た
め

問

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
で
共
生
社
会
を

違
い
を
認
め
合
い
共
存
で
き
る
社
会
を

町
長

濁
り
水
に
減
免
措
置
を

措
置
も
検
討
す
る
が
困
難
で
あ
る

町
長

公用車のＥＶ化を
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赤 阪 岩 男 議員

　
　
　

花
園
天
野
コ
ー
ス

の
今
春
４
月
か
ら
の
運
行

実
績
は
。

教
育
総
務
課
長　

バ
ス
の

乗
車
定
数
は
29
人
（
運
転

手
助
手
席
含
む
）、
花
園

コ
ー
ス
乗
車
率
70
・
４
％

（
19
人
）、
天
野
コ
ー
ス
１

０
０
％（
27
人
）は
最
終
全

員
が
乗
車
す
る
と
車
内
に

は
座
席
間
に
ゆ
と
り
が
な

い
。 問

　
　
　

１
０
０
％（
27
人
）

の
天
野
コ
ー
ス
の
５
〜
６

年
先
の
子
ど
も
の
人
数
見

込
み
は
。

教
育
総
務
課
長　

令
和
５

年
度
28
人
、
６
年
度
31
人
、

７
年
度
31
人
、
８
年
度
31

人
、
９
年
度
28
人
と
現
住

基
情
報
か
ら
見
込
ん
で
い

る
。 問

　
　
　

教
育
長
が
４
月
初

め
天
野
コ
ー
ス
に
試
乗
さ

れ
た
と
聞
く
が
。

教
育
長　

乗
車
状
況
を
自

ら
体
験
す
る
こ
と
も
大
事

と
思
っ
た
か
ら
乗
車
。
全

員
乗
車
時
は
さ
す
が
に
車

内
の
狭
さ
を
感
じ
、
か
な

り
の
し
ん
ど
さ
は
あ
る
と

思
っ
た
。

問

　
　
　

人
・
農
地
プ
ラ
ン

は
平
成
24
年
に
ス
タ
ー
ト

し
た
、
小
規
模
農
家
潰
し

の
国
策
で
、
農
民
の
使
命

感
を
捨
て
さ
せ
農
地
の
取

り
上
げ
国
策
で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
の
策
は
失
敗
し
、

今
回
の
一
部
見
直
し
の
中

で
農
地
を
林
地
化
し
て
鳥

獣
の
緩
衝
帯
に
、
こ
の
支

援
に
多
額
の
補
助
金
が
交

付
さ
れ
る
、
農
地
が
森
林

と
は
あ
ぜ
ん
と
な
る
。

産
業
観
光
課
長　

本
町
は

令
和
２
年
度
に
人
・
農
地

問
　
　
　

天
野
コ
ー
ス
の
現

状
と
将
来
を
見
込
ん
で
は
。

町
長　

補
助
席
を
使
っ
て

乗
車
率
１
０
０
％
を
承
知

し
て
い
る
。

問
　
　
　

現
状
は
数
年
前
か

ら
分
か
っ
て
い
る
は
ず
。

増
便
よ
り
増
車
で
の
対
応

は
。

町
長　

実
際
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
と
、
あ
れ

問

ば
い
い
と
い
う
話
と
行
政

の
政
策
的
な
も
の
に
は
い

ろ
い
ろ
あ
り
、
ど
の
よ
う

な
対
応
が
で
き
る
か
考
え

な
い
と
い
け
な
い
。

プ
ラ
ン
の
実
質
化
を
し
、

計
画
に
基
づ
き
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
が
、
現
在

林
地
化
ま
で
考
え
て
い
な

い
。
実
質
化
は
策
定
し
農

林
水
産
省
へ
上
げ
て
い
る
。

町
長　

緩
衝
帯
自
体
を
否

定
は
し
な
い
、
耕
作
放
棄

地
の
放
置
自
体
が
一
番
だ

め
で
あ
る
。
制
度
に
つ
い

て
の
到
達
し
た
考
え
と
し

て
は
致
し
方
な
い
と
い
う

よ
う
な
感
想
を
持
っ
て
い

る
。

スクールバス通学の現況は
対応を考えねばならない町 長

農
地
の
林
地
化
支
援
に
つ
い
て

防
災
協
力

　

農
地
制
度
は

　
　
　

こ
の
制
度
の
策
定

運
営
が
さ
れ
て
い
る
か
。

参
事（
総
括
担
当
）　

こ
の

制
度
は
採
用
し
て
い
な
い
。

ま
た
研
究
・
検
討
を
し
た

経
緯
も
な
い
。

問
　
　
　

災
害
時
対
応
の
選

択
肢
が
増
え
る
、
遠
か
ら

ず
必
要
に
な
る
庁
舎
は
高

い
と
こ
ろ
、
住
民
は
低
い

想
定
内
地
域
、
せ
め
て
安

心
し
て
も
ら
え
る
態
度
、

在
り
方
を
行
政
が
す
べ
き
。

笛
ふ
け
ど
も
踊
ら
ず
の
町

は
だ
め
、
検
討
を
。

町
長　

農
地
に
対
す
る
対

応
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り

と
取
り
組
み
た
い
。

問

コース

小学生

中学生

計

花 園

13

6

19

天 野

22

5

27

 滝  

6

4

10

東 谷

15

1

16

寺 尾

16

―

16

教良寺

19

―

19

短 野

10

5

15

 計 

101

21

122

令和４年度スクールバス利用登録者数 （単位：人）
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東 芝 弘 明 議員

ツーブロックの髪型、なぜ禁止？
子どもたちの意見で見直しの土俵に教育長

　
　
　

２
０
２
１
年
６
月

８
日
の
文
科
省
の
事
務
連

絡
文
書
を
受
け
て
、
見
直

し
は
始
ま
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

見
直
し
を
真
剣

に
考
え
て
い
る
。
各
学
校

の
独
自
性
に
委
ね
、
進
捗

状
況
を
校
長
会
で
聞
い
て

い
る
。

問
　
　
　

文
書
に
は
「
学
校

を
取
り
巻
く
社
会
環
境
や
、

児
童
生
徒
の
状
況
は
変
化

す
る
た
め
、
校
則
の
内
容

は
児
童
生
徒
の
実
情
、
保

護
者
の
考
え
方
、
地
域
の

状
況
、
社
会
の
常
識
、
時

代
の
進
展
な
ど
を
踏
ま
え

た
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
、

絶
え
ず
積
極
的
に
見
直
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

と
も
あ
る
が
。

教
育
長　

校
則
は
絶
対
的

問

　
　
　

提
案
を
し
た
い
。

①
生
徒
会
規
則
と
し
て
制

定
。
②
理
念
を
明
確
に
す

る
た
め
に
校
則
に
は
前
文

を
明
記
す
る
。
③
子
ど
も

の
権
利
を
う
た
う
。
④
子

ど
も
の
権
利
条
約
に
あ
る

意
見
表
明
権
を
う
た
う
。

⑤
性
自
認
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

な
ど
に
配
慮
す
る
。
⑥
守

る
べ
き
ル
ー
ル
は
最
小
限
。

⑦
改
正
手
続
を
明
記
す
る
。

こ
れ
を
参
考
に
し
て
ほ
し

い
。
子
ど
も
の
権
利
条
約

と
憲
法
に
つ
い
て
は
生
徒

手
帳
で
明
記
し
て
ほ
し
い
。

問

　
　
　

文
書
に
は
「
ま
た
、

校
則
の
見
直
し
は
、
児
童

生
徒
の
校
則
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
校
則
を
自
分

た
ち
の
も
の
と
し
て
守
っ

て
い
こ
う
と
す
る
態
度
を

養
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、

児
童
生
徒
の
主
体
性
を
培

う
機
会
に
も
な
り
ま
す
」

と
あ
る
が
。

教
育
長　

変
え
る
プ
ロ
セ

ス
に
教
育
的
な
意
義
が
あ

る
。 問

　
　
　

写
真
を
３
枚
用
意

し
て
き
た
。
こ
れ
は
全
て

ツ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
と
呼
ば
れ

る
髪
型
。
な
ぜ
禁
止
さ
れ

て
い
る
の
か
。

教
育
長　

禁
止
の
理
由
は

分
か
ら
な
い
。
正
直
な
と

こ
ろ
。
た
だ
、
笠
田
中
学

校
で
は
ツ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
に

つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
意
見
が
出
て
、
見
直
し

の
土
俵
に
上
が
っ
て
い
る
。

問

　
　
　

も
う
１
点
は
靴
下
。

笠
田
中
学
校
と
妙
寺
中
学

校
は
、
行
事
の
と
き
は
白

い
靴
下
。
課
長
に
お
尋
ね

し
た
い
の
は
、
行
事
の
と

き
に
靴
下
の
違
反
が
あ
る

と
ど
う
な
る
の
か
。

教
育
総
務
課
長　

違
反
が

あ
っ
た
場
合
は
指
導
す
る
。

学
校
に
あ
る
靴
下
に
替
え

る
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
。

問
　
　
　

生
徒
の
証
言
と
違

う
。
高
校
１
年
生
に
取
材

を
し
た
。
靴
下
を
脱
い
で

裸
足
で
立
た
せ
る
と
な
っ

て
い
た
。
こ
れ
は
体
罰
。

教
師
の
指
導
に
よ
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
こ
る
。

罰
則
の
規
定
も
含
め
、
実

態
調
査
を
し
て
ほ
し
い
。

教
育
長　

実
態
調
査
の
必

要
性
を
強
く
感
じ
る
。
生

徒
や
保
護
者
、
そ
れ
か
ら

教
員
の
声
を
率
直
に
聞
く

と
い
う
こ
と
は
非
常
に
大

事
。
声
を
吸
い
上
げ
た
い
。

問

教
育
長　

こ
う
い
っ
た
権

利
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

生
徒
手
帳
な
ど
の
中
に
取

り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
努

力
し
た
い
。

な
も
の
で
は
な
い
。
こ
の

部
分
が
検
討
さ
れ
る
べ
き

核
心
部
分
。

　
　
　
　
　

自
治
体
と
住

民
に
よ
る
新
電
力
会
社

（
自
治
体
新
電
力
）
の
研

究
を
す
べ
き
と
質
問
。
町

長
は
「
地
方
公
共
団
体
の

実
行
計
画
へ
の
明
文
化
を

視
野
に
入
れ
、
研
究
し
た

い
」
と
答
弁
。

そ
の
他

ツーブロックの髪型の一例
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し
、
令
和
２
年
度
で
は
４

事
業
に
９
６
０
万
円
が
予

算
化
さ
れ
た
。
本
町
で
の

若
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
。

参
事（
総
括
担
当
）　

若
者

か
ら
町
政
に
議
論
を
い
た

だ
く
こ
と
は
な
か
な
か
な

い
。
ま
ず
は
自
治
体
基
本

条
例
の
設
置
を
議
論
し
た

い
。

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
に
は

若
者
の
力
が
必
要
で
は
。

町
長
が
企
業
訪
問
時
に
協

力
依
頼
し
て
は
。

町
長　

住
民
自
ら
が
ま
ち

づ
く
り
に
関
わ
ろ
う
と
す

る
姿
勢
を
醸
成
す
る
こ
と

が
大
事
。
企
業
で
働
く
人
、

町
職
員
が
同
じ
場
所
で
情

報
交
換
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期

待
す
る
。
ま
ず
は
若
者
の

声
を
拾
い
上
げ
る
仕
組
み

づ
く
り
を
考
え
て
い
る
。

問

　
　
　

本
町
の
子
ど
も
議

会
と
は
。

教
育
総
務
課
長　

中
学
生

が
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
場

と
し
て
、
14
人
が
子
ど
も

議
員
。
議
員
選
出
後
、
提

案
内
容
を
全
員
で
検
討
後
、

町
担
当
者
に
質
問
や
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
。

問
　
　
　

質
問
内
容
と
そ
の

後
の
町
の
対
応
は
。

教
育
総
務
課
長　

防
災
無

線
の
活
用
に
よ
る
下
校
時

の
見
守
り
放
送
、
町
Ｈ
Ｐ

問

　
　
　

子
ど
も
た
ち
の
反

応
は
。

教
育
次
長　

か
つ
ら
ぎ
町

の
未
来
に
つ
い
て
「
私
た

ち
の
思
い
が
議
会
の
皆
さ

ん
に
届
き
、
私
た
ち
の
提

案
が
実
現
さ
れ
れ
ば
い
い

な
」
と
思
っ
て
い
る
と
の

感
想
。

問
　
　
　

質
問
内
容
の
グ
ル

問 の
多
言
語
化
対
応
、
観
光

ル
ー
ト
の
マ
ッ
プ
作
成
は

町
政
に
反
映
済
み
。

まちづくりに子ども、若者の声を
仕組みづくりを考えている町 長

ー
プ
討
議
、
住
民
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
、
所
管
課
へ
の

調
査
、
先
進
地
事
例
の
研

究
な
ど
で
充
実
し
て
は
。

教
育
長　

子
ど
も
た
ち
が

課
題
に
対
し
て
自
分
事
と

し
て
考
え
、
友
だ
ち
と
協

働
で
課
題
解
決
の
方
策
を

考
え
る
力
を
身
に
つ
け
る

仕
組
み
づ
く
り
が
大
事
。

　
　
　

宝
塚
市
は
、
子
ど

も
条
例
で
子
ど
も
も
社
会

の
一
員
と
認
め
、
子
ど
も

が
持
っ
て
い
る
思
い
を
発

表
す
る
場
所
と
し
て
、
子

ど
も
議
会
を
位
置
付
け
て

い
る
。
子
ど
も
の
意
思
発

表
権
を
保
証
し
て
、
ま
ち

づ
く
り
に
反
映
す
る
仕
組

み
を
。

教
育
長　

一
定
の
仕
組
み

づ
く
り
の
必
要
性
を
感
じ

て
い
る
。

町
長　

主
権
者
教
育
を
充

実
す
る
こ
と
で
子
ど
も
、

若
者
が
ま
ち
づ
く
り
に
参

画
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。
子
ど

も
議
会
を
通
じ
て
充
実
す

れ
ば
、
子
ど
も
条
例
の
設

置
も
考
え
た
い
。

問

松 岡 宏 行 議員

　
　
　

子
ど
も
、
若
者
の

声
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

す
た
め
、
子
ど
も
議
会
・

若
者
議
会
を
全
国
の
１
７

４
１
自
治
体
の
う
ち
34
％

で
実
施
。
次
代
の
ま
ち
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
と
は
。

企
画
公
室
長　

中
堅
若
手

職
員
で
構
成
し
、
ま
ち
づ

く
り
の
ア
イ
デ
ア
を
提
案
。

町
民
を
募
集
し
た
が
参
加

な
し
。
か
き
お
う
じ
な
ど

の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
、
か
つ
ら
ぎ
え
え
と
こ

１
０
０
、
婚
活
、
妙
寺
の

竹
灯
籠
等
の
実
績
が
あ
る
。

問

令和３年度子ども議会の様子

問
　
　
　

愛
知
県
新
城
市
は

若
者
が
活
躍
で
き
る
ま
ち

を
目
指
し
て
若
者
条
例
を
。

若
者
議
会
条
例
で
は
若
者

総
合
政
策
を
市
長
に
答
申

し
ん
し
ろ



議会だよりかつらぎ
2022.８.1　9４号

一般質問

25

溝 北 好 一 議員

防犯カメラの継続的設置計画を
方針を決め、次年度予算に計上町 長

　
　
　

現
在
ま
で
の
年
度

別
設
置
台
数
は
。

総
務
課
長　

令
和
４
年
４

月
で
28
台
。
平
成
27
年
度

６
台
妙
寺
駅
・
か
つ
ら
ぎ

公
園
、
平
成
28
年
度
８
台

大
谷
小
学
校
通
学
路
等
、

平
成
29
年
度
３
台
梁
瀬
小

学
校
通
学
路
、
平
成
30
年

度
５
台
笠
田
東
自
治
区
管

内
。
平
成
31
年
度
２
台
三

谷
自
治
区
、
令
和
２
年
度

３
台
笠
田
駅
・
中
飯
降
駅
、

令
和
３
年
度
１
台
だ
。

問
　
　
　

防
犯
の
要
で
あ
る

カ
メ
ラ
の
必
要
性
、
広
域

で
あ
る
本
町
の
設
置
必
要

台
数
は
。

総
務
課
長　

交
流
人
口
が

増
え
防
犯
対
策
を
高
め
る

必
要
。
今
ま
で
は
自
治
区

要
望
に
応
え
て
き
た
。
必

問

　
　
　

町
の
地
図
で
必
要

箇
所
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
で
計

画
・
検
討
は
。

総
務
課
長　

実
施
し
て
い

な
い
。
今
後
計
画
検
討
し

た
い
。

問
　
　
　

個
人
情
報
に
よ
る

設
置
拒
否
対
策
は
。
自
治

区
と
計
画
の
共
有
化
を
し

て
、
補
助
金
に
よ
る
設
置

推
進
し
て
は
。

問

　
　
　

住
民
の
幸
せ
の
た

め
に
、
自
治
区
と
課
題
の

共
有
を
図
り
、
計
画
・
台

数
・
年
度
を
決
め
る
。

町
長　

住
民
や
自
治
区
長

か
ら
地
域
防
犯
の
課
題
等

を
聞
き
、
地
域
行
政
が
情

報
の
共
有
を
行
い
、
一
体

問

　
　
　

受
診
実
態
は
。

健
康
推
進
課
長　

令
和
２

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
著
し
く
低
下
し
た
が
、

令
和
３
年
度
は
回
復
し
て

い
る
。
受
診
率
向
上
を
図

る
た
め
、
令
和
４
年
度
は

自
己
負
担
の
無
料
化
を
行

い
受
診
率
向
上
に
期
待
。

（
令
和
３
年
度
で
胃
が
ん

検
診
16
・
２
％
、
特
定
健

診
32
％
）。

問

　
　
　

高
齢
者
・
一
人
住

ま
い
・
運
転
免
許
証
返
納

者
等
対
策
を
す
れ
ば
受
診

率
の
改
善
に
な
る
の
で
は
。

健
康
推
進
課
長　

新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種

対
策
で
送
迎
利
用
者
は
１

％
未
満
で
あ
っ
た
。
健
診

送
迎
は
ニ
ー
ズ
調
査
、
必

要
性
を
検
討
、
実
施
方
法

を
研
究
し
た
い
。

町
長　

交
通
弱
者
の
問
題

は
自
治
体
の
課
題
。
買
い

物
含
め
総
合
的
に
移
動
支

援
が
必
要
、
対
策
に
取
り

組
む
。

問

　
　
　

受
診
率
が
低
い
の

が
課
題
で
あ
る
。
日
程
・

曜
日
・
時
間
等
に
課
題
は

な
い
か
。

健
康
推
進
課
長　

日
程
・

曜
日
は
、
幅
広
い
日
程
で

設
定
。
コ
ミ
バ
ス
や
デ
マ

ン
ト
タ
ク
シ
ー
利
用
の
時

間
も
考
慮
し
て
柔
軟
に
対

応
。 問

要
数
は
今
後
計
画
策
定
で

検
討
し
た
い
。

と
な
っ
て
の
事
業
推
進
が

大
切
。
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
は
個
人
情
報
保
護
を
図

り
方
針
を
決
め
来
年
度
予

算
計
上
を
目
指
し
検
討
す

る
。

総
務
課
長　

補
助
金
の
交

付
は
、
撮
影
映
像
の
保
存

・
活
用
・
提
供
の
管
理
運

用
の
適
正
化
が
課
題
。
町

が
主
体
的
に
設
置
管
理
し

て
い
く
。

集
団
健
診
等
の
高
齢
者
送
迎
対
策
を

大谷公民館設置の防犯カメラ
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の
修
理
費
用
は
補
助
さ
れ

る
が
、
電
池
や
接
続
ア
ダ

プ
タ
な
ど
消
耗
品
の
費
用

は
補
助
さ
れ
な
い
。
県
内

で
、
独
自
に
補
助
を
し
て

い
る
市
町
も
あ
る
が
、
本

町
で
は
補
助
を
し
て
い
な

い
。

ま
た
、
町
史
関
係
の
資
料

や
古
文
書
も
多
数
。
整
理

し
常
設
展
等
で
公
開
す
る

た
め
に
は
、
収
蔵
・
調
査

整
理
・
保
管
・
活
用
の
機

能
を
備
え
た
施
設
と
、
調

査
整
理
に
集
中
で
き
る
人

員
が
必
要
。

予
備
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。

本
町
で
も
独
自
に
予
算
を

組
ん
で
、
消
耗
品
等
の
費

用
を
助
成
で
き
な
い
か
。

町
長　

公
約
で
も
「
障
害

者
と
健
常
者
が
共
生
で
き

る
環
境
づ
く
り
」
を
掲
げ

て
い
る
。
必
要
な
支
援
を

的
確
に
行
う
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
制
度
の
充
実
に

向
け
て
取
り
組
み
を
進
め

る
。

　
　
　

手
術
は
入
院
費
用

を
合
わ
せ
る
と
約
４
０
０

万
円
か
か
る
が
、
保
険
が

適
用
さ
れ
る
。
機
器
の
維

持
費
や
消
耗
品
、
定
期
的

な
調
整
な
ど
に
公
費
で
の

補
助
は
あ
る
か
。

住
民
福
祉
課
長　

人
工
内

耳
用
音
声
信
号
処
理
装
置

問

　
　
　

電
池
は
１
つ
１
万

７
６
０
０
円
す
る
。
電
池

が
な
く
な
る
と
全
く
聞
こ

え
な
く
な
る
か
ら
、
常
に

問

　
　
　

町
民
の
心
配
や
期

待
に
応
え
ら
れ
る
新
し
い

道
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

庁
舎
建
設
に
併
せ
歴
史
資

料
館
に
つ
い
て
も
構
想
を

持
っ
て
ほ
し
い
。
歴
史
資

料
や
文
化
財
は
お
び
た
だ

し
い
点
数
が
あ
り
、
整
理

に
は
か
な
り
の
マ
ン
パ
ワ

ー
が
必
要
か
と
。
ど
の
よ

う
な
作
業
に
な
る
か
。

生
涯
学
習
課
長　

埋
蔵
文

化
財
だ
け
で
１
万
６
０
０

０
点
あ
る
。
民
具
を
合
わ

せ
る
と
さ
ら
に
増
え
る
。

問

人工内耳に町独自の助成を
必要な支援の充実に取り組む町 長

　
　
　

教
育
行
政
の
立
場

で
、
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り

の
構
想
と
合
わ
せ
、
考
え

を
。

教
育
長　

世
界
遺
産
や
日

本
遺
産
含
め
数
多
く
の
文

化
財
は
本
町
の
誇
り
。
そ

の
保
存
・
活
用
が
十
分
と

は
い
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

資
料
館
実
現
に
向
け
て
よ

り
一
層
取
り
組
み
た
い
。

町
長　

歴
史
民
俗
資
料
館

は
、
図
書
館
と
同
様
に
町

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
あ
る
。
最
善
が
何
か

を
検
討
し
、
設
置
に
向
け

取
り
組
み
た
い
。

問

福岡 久二子 議員

　
　
　

人
工
内
耳
を
使
う

と
、
音
が
電
気
信
号
に
変

換
さ
れ
て
脳
に
伝
わ
り
、

聞
こ
え
が
実
現
す
る
。
内

耳
に
電
極
を
埋
め
込
む
手

術
を
必
要
と
す
る
が
、
町

内
の
人
工
内
耳
装
用
者
数

は
。

住
民
福
祉
課
長　

18
歳
未

満
で
１
人
、
18
歳
以
上
で

３
人
い
る
。
把
握
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
、
こ
れ
以

上
の
可
能
性
も
。

問

　
　
　

川
上
酒
か
つ
ら
ぎ

文
化
伝
承
館
が
廃
止
さ
れ

た
後
、
「
資
料
の
散
逸
が

心
配
」「
文
化
財
の
扱
い

が
気
に
か
か
る
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
る
。
そ
れ
ら

の
保
管
状
況
は
。

生
涯
学
習
課
長　

文
化
財

は
旧
商
工
会
館
３
階
お
よ

び
旧
大
谷
幼
稚
園
遊
戯
室

に
、
町
史
関
係
の
資
料
は

旧
商
工
会
館
２
階
に
保
管

し
て
い
る
。

問
歴
史
資
料
館
の
設
置
を

要約筆記の支援を受け、人工内耳について傍聴
（町長答弁中  ６月９日）
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新 堀 行 雄 議員

町外事業者も登録事業者に
登録対象とする町 長

　
　
　

３
回
に
わ
た
る
応

援
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
の
目

的
は
何
か
。

産
業
観
光
課
長　

町
民
へ

の
生
活
支
援
と
、
地
域
経

問

　
　
　

ク
ー
ポ
ン
券
を
使

用
で
き
る
事
業
者
と
し
て

登
録
す
る
た
め
の
条
件
は
。

産
業
観
光
課
長　

町
内
に

事
業
所
や
店
舗
が
あ
る
事

業
者
で
あ
る
。

問
　
　
　

店
舗
の
な
い
と
こ

ろ
で
暮
ら
す
高
齢
者
に
と

っ
て
移
動
販
売
は
大
切
で

問

あ
る
。
住
民
の
利
便
性
を

考
え
れ
ば
、
町
外
事
業
者

で
あ
っ
て
も
ク
ー
ポ
ン
券

を
使
用
で
き
る
よ
う
す
べ

き
だ
っ
た
の
で
は
。

産
業
観
光
課
長　

ク
ー
ポ

ン
券
を
使
用
で
き
る
店
舗

が
近
く
に
な
い
住
民
の
方

に
は
、
利
便
性
を
考
慮
す

る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は

と
考
え
る
。

　
　
　

４
回
目
の
ク
ー
ポ

ン
券
事
業
を
行
う
に
あ
た

り
、
町
外
事
業
者
で
あ
っ

て
も
取
扱
事
業
者
と
し
て

登
録
し
て
、
店
舗
の
な
い

と
こ
ろ
で
暮
ら
す
人
々
で

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

町
長　

高
齢
者
や
使
用
で

き
る
店
舗
が
近
く
に
な
い

住
民
に
と
っ
て
、
移
動
販

売
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一

つ
で
あ
る
。
生
活
支
援
、

買
い
物
難
民
対
策
と
し
て
、

移
動
販
売
業
者
へ
の
ク
ー

ポ
ン
券
使
用
は
事
業
の
目

的
に
合
致
し
て
い
る
。
町

外
の
移
動
販
売
事
業
者
で

あ
っ
て
も
登
録
対
象
に
し

た
い
。

問

　
　
　

か
つ
ら
ぎ
西
部
公

園
の
芝
生
広
場
と
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
南
18
ホ
ー
ル

は
、
10
月
１
日
に
供
用
開

始
と
な
っ
て
い
る
が
。

生
涯
学
習
課
長　

現
在
は

芝
生
の
養
生
を
し
て
い
る
。

10
月
１
日
か
ら
運
営
を
開

始
す
る
。

問

　
　
　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ

ー
ク
に
は
紀
の
川
河
川
敷

に
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
、
道

の
駅
の
駐
車
場
は
満
車
に

な
る
。
駐
車
で
き
な
い
車

で
あ
ふ
れ
て
い
る
。
西
部

公
園
北
エ
リ
ア
を
整
地
し

て
、
駐
車
場
と
し
て
開
放

す
れ
ば
と
考
え
る
が
。

生
涯
学
習
課
長　

西
部
公

園
に
は
普
通
車
99
台
、
大

型
バ
ス
２
台
、
身
体
障
害

者
用
駐
車
場
２
台
分
の
駐

車
場
が
あ
り
、
道
の
駅
の

利
用
者
に
も
利
用
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
今
後
、
北

エ
リ
ア
に
約
60
台
分
を
計

画
し
て
い
る
。

問

　
　
　

多
く
の
人
に
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
に
来
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
道
の
駅
と

協
力
し
て
や
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
が
。

生
涯
学
習
課
長　

道
の
駅

紀
の
川
万
葉
の
里
と
協
議

し
、
取
り
組
み
た
い
。

問
　
　
　

西
部
公
園
と
道
の

駅
の
連
携
が
重
要
と
考
え

る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

町
長　

西
部
公
園
単
独
で

は
な
く
道
の
駅
と
の
連
携
、

ま
た
他
の
道
の
駅
や
町
全

体
の
施
設
が
連
携
し
、
か

つ
ら
ぎ
町
で
一
日
楽
し
く

過
ご
せ
る
そ
ん
な
取
り
組

問 西
部
公
園
、

道
の
駅
紀
の
川
万
葉
の
里
に
つ
い
て

み
が
必
要
で
あ
る
。

済
の
活
性
化
と
い
う
、
２

つ
の
目
的
を
持
っ
た
事
業

で
あ
る
。

コロナ対策応援クーポン券コロナ対策応援クーポン券コロナ対策応援クーポン券
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気
、
全
身
の
倦
怠
感
、
う

つ
、
不
眠
、
ぜ
ん
そ
く
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
現

れ
る
疾
患
。
誰
で
も
発
症

す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。

ニ
ズ
ム
が
ま
だ
解
明
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

町
と
し
て
は
、
香
害
、
合

成
洗
剤
や
柔
軟
剤
な
ど
で

苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
る

と
い
う
こ
と
を
周
知
啓
発

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。

　
　
　

香
害
に
特
化
し
た

調
査
は
し
て
い
る
か
。

教
育
総
務
課
長　

特
化
し

た
調
査
は
し
て
い
な
い
。

子
ど
も
た
ち
の
健
康
状
態

に
つ
い
て
毎
年
、
全
て
の

保
護
者
に
児
童
生
徒
の
発

育
・
健
康
状
態
を
記
載
す

る
児
童
生
徒
保
健
調
査
票

を
提
出
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。 問

香害についての正しい理解を
香害の周知啓発が必要町 長

　
　
　

香
害
に
対
す
る
理

解
を
広
め
る
た
め
に
ど
う

し
て
い
る
か
。

教
育
総
務
課
長　

香
害
の

周
知
と
香
り
の
製
品
の
自

粛
を
求
め
る
ポ
ス
タ
ー
で
、

各
学
校
に
周
知
を
図
っ
た

と
こ
ろ
だ
。

問
　
　
　

今
後
の
町
当
局
の

取
り
組
み
は
。

町
長　

原
因
や
発
症
メ
カ

問

宮 井 健 次 議員

　
　
　

香
害
に
つ
い
て
。

２
０
０
９
年
に
初
め
て
病

気
と
し
て
公
式
に
認
定
さ

れ
た
が
、
専
門
的
な
診

断
・
治
療
が
で
き
る
医
療

機
関
が
少
な
い
。
普
通
の

医
療
機
関
の
検
査
で
は
異

常
が
発
見
で
き
な
い
こ
と

も
あ
っ
て
、
〝
心
の
病
〞

と
さ
れ
る
な
ど
周
囲
に
理

解
さ
れ
ず
孤
立
し
て
し
ま

う
人
が
多
く
、
深
刻
な
事

態
と
な
っ
て
い
る
。
全
国

で
１
０
０
万
人
、
予
備
軍

を
含
め
る
と
４
０
０
万
人

と
推
計
さ
れ
る
。
香
害
と

は
ど
う
い
う
も
の
を
い
う

の
か
。

健
康
推
進
課
長　

合
成
洗

剤
や
柔
軟
剤
、
香
水
な
ど

の
日
用
品
に
含
ま
れ
る
微

量
な
化
学
物
質
に
敏
感
に

反
応
し
て
、
頭
痛
や
吐
き

問

　
　
　

環
境
課
長
の
香
害

に
つ
い
て
の
認
識
は
。

環
境
課
長　

啓
発
ポ
ス
タ

ー
な
ど
で
目
に
し
た
程
度

だ
。 問

　
　
　

本
町
で
の
実
態
と

取
り
組
み
は
。

健
康
推
進
課
長　

患
者
の

実
態
に
つ
い
て
は
、
症
状

が
多
様
で
あ
る
こ
と
か
ら

困
難
な
状
況
で
、
把
握
で

き
て
い
な
い
。

問
　
　
　

教
育
委
員
会
に
聞

く
。
小
・
中
学
校
で
の
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

教
育
総
務
課
長　

小
中
学

校
の
養
護
教
諭
に
香
害
に

つ
い
て
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、
小
学
校
５
校
、
中

学
校
２
校
全
て
の
養
護
教

諭
は
認
識
し
て
い
る
。
全

て
の
小
中
学
校
で
児
童
生

徒
か
ら
相
談
を
受
け
た
実

績
は
な
い
。

問

香害のポスター

　
　
　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
で

町
財
政
は
な
ぜ
好
転
し
た

の
か
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

そ
の
他
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大
原
清
明
議
長
が
３
年
以

上
の
議
長
歴
に
、
ま
た
、
福

岡
久
二
子
議
員
が
11
年
以
上

の
議
員
歴
と
な
り
、
自
治
功

労
者
と
し
て
和
歌
山
県
町
村

議
会
議
長
会
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

２人の議員が受賞

自
治
功
労
者
表
彰

福岡 久二子 議員 大原 清明 議長

議会傍聴＆表紙写真募集
　６月中旬から収穫
できる「日川白鳳」は、
みずみずしく、おい
しく食べられる。

表紙写真紹介

● コロナ禍で休止していた議会傍聴を再開しています。傍聴にお越しください。
● 議会だより表紙写真を募集しています。
● 傍聴・表紙写真またご意見は、議会事務局までご連絡ください。（裏面記載）

自宅等で本会議を見る 議会映像配信
　本会議の様子をインターネットでライブ
配信しています。また、録画映像も配信し
ていますので、お好きな時間にパソコンや
スマートフォンでご覧になれます。

かつらぎ町議会のホームページもご覧ください。

議会の活動をコンパクトに紹介

　議会をより身近に感じて
いただくため、活動情報等
を発信しています。
　「フォロー」または「いい
ね！」をお待ちしています。

かつらぎ町議会フェイスブック
今春から開設の
議会フェイスブック
皆さんコメントを
発信ください
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議会モニターの声
令和3年度

　町民の中には、町政に関して関心が薄い方が
おられると思います。
　このような方々を町政に関心を持っていただ
けるように、これからも色々な方法で町民の
方々にも町政に関心を持っていただければあり
がたいです。
　　　　　　　　　　　　　　　（50代男性）

　令和3年度も、新型コロナウイルス感染拡大防止
のため、議会モニターと議員との懇談会を開催す
ることができなかった。そのため１年間を振り
返ってのレポートを提出してもらったので、その
一部を抜粋し、原文のまま掲載する。

　紙ベースから資料もPDF等でメール送付する
ようにすれば、ムダな資源削減や作成に掛かる
人件費等のコストも削減出来る。
　また全ての資料を掲載する必要はありません
が、町内有権者に興味を持ってもらうためには、
少なくとも【一般質問】に関しては有権者が事
前に内容をわかる様にすべきと思います。　　
　　　　　　　　　　　　　　　（40代男性）

　議会に於いて審議されている事柄の多さに驚かされ
ると共に、町当局と共に議会の役割に感謝しておりま
す。ただ、議会として議員としての議題提案が非常に
少なく残念でなりません。
　今後は議員として、議会としての提案推進を
行って欲しく思います。
　　　　　　　　　　　　　（70代男性）

　（回答）議員提案が少ないのは、今後の課題ですが、
議員の政策提案は、一般質問でも行っています。また
議員提案として議案（条例等）を議会に提出する場合
は、議員定数の12分の1以上の賛成者を必要とします。
（ただし予算の提案権は町長に専属しています）
　　例）令和３年議員提案等
　　　　・委員会規則の改正　1件
　　　　・意見書　3件
　　　　令和４年議員提案等（6月末時点）
　　　　・条例等の改正、制定　5件
　　　　・意見書、決議書　各1件

　各委員会におきましては、更に細やかな問題を提起
しながら町内にしっかりと寄り添い、町の発展と快適
な社会生活をこれからの時代の流れの中で新しい視点
で見つめながら、一歩前進明るい開かれた町づくりを
願っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（70代女性）

　町内の皆様ともっと多く接して話し会（井戸端会議
も含む）等自分から積極的に行動して「町の良さ」と
「住民の方の考え方」と「町行政等」と言った事を
もっと勉強して、町民としての立場を理解して次回機
会があれば、議会モニターに参加出来る様に努力を致
したくがんばります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（70代男性）

　「日本の中の多くの自治体の組織活動の活性化や刺
激化に役立つモニター制度そのもの」が、日本国内に
広く普及されることを祈り願います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（70代男性）

　議会だよりを読むだけでは理解出来ない事が意見交換の場を傍聴出来たこと、各常任委員会、特別委員会を
傍聴出来たことは大変大きな意義があったと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（80代女性）

　（回答）「無駄な押し問答が多い」という意味は
分かりにくいところもありますが、一般質問は定
例月（3月・6月・9月・12月）において行われ、
他の発言と違い通告制（事前通告）が採用されて
います。
　また本会議での質疑では１議案につき１人の議
員の質疑回数は３回までですが、一般質問は１人
60分の持ち時間で質問を行うことができます。
　一般質問は議員が町政全般にわたって、執行機
関に提案などを行い、答弁を求めるものです。一
般質問により、執行機関（町長・教育長等）の政
治姿勢を明らかにし、それに対する政治責任を明
確にします。一般質問を通じて、政策を変更させ
たり、新規の政策を採用させることが増えていま
す。

　一般質問は、議員が自由に質問出来る権利で
す。議員には与えられた時間（60分）の中で、
住民のためにどこまで質問出来るかだと思いま
す。
　議員全員ではないですが、提言実施の確認す
る場面で、行政側との意見の違いはいいのです
が、無駄な押し問答が多いような気がしました。
　　　　　　　　　　　　　　　（40代男性）

　各部の委員会での意見のやり取り等。
　議会中の緊張感。
　自分の思っている事と異なることもあった。
　議員の皆さんは、かつらぎ町を
住みやすいように考えて下さって
いる事がわかりました。
　　　　　　　　　　（80代女性）

「１年間を振り返って」

傍聴席から見た本会議の様子

議会モニターが傍聴した委員会の様子
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任期満了に伴う記念写真（総合文化会館大ホール）

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

　

現
在
の
編
集
特
別
委
員
会
は
、
任
期
の
後
半
２
年
間
、
編

集
に
責
任
を
負
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
は
全
国
町
村
議
会
議

長
会
主
催
の
「
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
奨
励

賞
を
受
け
、
今
年
は
８
位
入
選
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
読
み
や
す
く
な
っ
た
」
と
い
う
評
価
も
あ
り
ま
す
が
、

議
会
が
行
っ
た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
議
会
活
動
や
議
会

の
仕
組
み
、
役
割
が
住
民
に
十
分
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
編
集
は
荷
の
重
い
作
業
の
連
続
で

し
た
。
し
か
し
、
笑
い
の
絶
え
な
い
楽
し
い
作
業
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
は
少
し
先
の
未
来
を
見
せ
る
も
の
。
住
民
の

皆
さ
ん
の
笑
顔
が
集
ま
る
議
会
だ
よ
り
へ
、
次
の
委
員
会
に

バ
ト
ン
を
渡
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　
　

東
芝　

弘
明

議会だより編集特別委員会

委員長　　東芝弘明
副委員長　浦中隆男
委　員　　溝北好一
　〃　　　赤阪岩男
　〃　　　氏岡　誠

委　員　　　福岡久二子
議　長　　　大原　清明
事務局参事兼事務局長
　　　　　　女良畑政幸
事務局主査　木下絵梨佳

　内容の濃い議会だより
敬服して読んでいます。
いつも町民第一に思う議
員の皆さんにこれからも
期待します。

山根木 弘修会長
やま  ね　き　 ひろのぶ

かつらぎ町自治区長会

町民第一に

東　智珠子会長
あずま　    ち　ず　こ

かつらぎ町女性会議

　町民の声を受け止め、
議会全体でそれを共有し
生かしてほしいです。町
政への関心はそこから生
まれると思います。

声を生かして

町
生

議
も
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